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　令和３年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症対策を継続し

つつ、「行財政健全化計画」にしっかり取り組んだ内容となってい

ます。また、「総合計画」の策定を踏まえ、特に少子化対策・子育

て支援に重点をおくため、令和３年４月から健康課と福祉事務所を

「こども未来課」と「健康福祉課」に再編します。ウィズコロナ、

アフターコロナに適応した将来のまちづくりを踏まえ、予算編成を

行いました。

令和３年度　加茂市

予算概要予算概要
一般会計当初予算総額　119億2,500万円（前年度比1.0％増）

特　別　会　計 水道事業会計

（単位：円）地方消費税
交付金

6億2,000万

その他
8億8,018万

地方交付税
41億1,500万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

その他
8億8,018万

歳出歳入

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

民生費
39億554万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

民生費
39億554万

地方交付税
41億1,500万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

（単位：千円）
会計名 令和２年度令和３年度 前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成

下水道

介護保険

在宅介護サービス

合計

（単位：千円）
区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

水道事業収益

水道事業費用

差引　 Ａ

資本的収入

資本的支出

差引　 Ｂ

過年度分

当年度分

合計　 Ｃ

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

財　政　構　造

区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

経常収支比率 98.2 

8.6 

106.1 

94億円

2.4億円

99.7 

9.0 

112.2 

95億円

0.7億円

△ 1.5

△ 0.4

△ 6.1

△ 1億円

1.7億円

実質公債費比率

将来負担比率

市　債　残　高

基　金　残　高

令
和
３
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

△ 1.1%

△ 2.6%

16.4%

△ 3.7%

2.2%

6.1%

46.2%

△ 2.1%

12.8%

35.6%

553,839

511,791

42,048

85,882

217,292

△ 131,410

41,557

93,148

134,705

45,343

547,626

498,691

48,935

82,717

222,086

△ 139,369

60,759

91,182

151,941

61,507

△ 2.0%

0.4%

0.0%

△ 10.9%

0.6%

△ 54.7%

△ 6.0%

2,723,832

335,000

147,332

1,970,458

3,197,457

513,560

8,887,639

2,668,084

336,417

147,332

1,756,251

3,215,651

232,857

8,356,592

一般会計　119億2,500万円　+　新型コロナウイルス対策第1号補正　2億150万円　＝　121億2,650万円
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　令和３年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症対策を継続し

つつ、「行財政健全化計画」にしっかり取り組んだ内容となってい

ます。また、「総合計画」の策定を踏まえ、特に少子化対策・子育

て支援に重点をおくため、令和３年４月から健康課と福祉事務所を

「こども未来課」と「健康福祉課」に再編します。ウィズコロナ、

アフターコロナに適応した将来のまちづくりを踏まえ、予算編成を

行いました。

令和３年度　加茂市

予算概要予算概要
一般会計当初予算総額　119億2,500万円（前年度比1.0％増）

特　別　会　計 水道事業会計

（単位：円）地方消費税
交付金

6億2,000万

その他
8億8,018万

地方交付税
41億1,500万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

その他
8億8,018万

歳出歳入

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

民生費
39億554万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

民生費
39億554万

地方交付税
41億1,500万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

（単位：千円）
会計名 令和２年度令和３年度 前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成

下水道

介護保険

在宅介護サービス

合計

（単位：千円）
区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

水道事業収益

水道事業費用

差引　 Ａ

資本的収入

資本的支出

差引　 Ｂ

過年度分

当年度分

合計　 Ｃ

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

財　政　構　造

区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

経常収支比率 98.2 

8.6 

106.1 

94億円

2.4億円

99.7 

9.0 

112.2 

95億円

0.7億円

△ 1.5

△ 0.4

△ 6.1

△ 1億円

1.7億円

実質公債費比率

将来負担比率

市　債　残　高

基　金　残　高

令
和
３
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

△ 1.1%

△ 2.6%

16.4%

△ 3.7%

2.2%

6.1%

46.2%

△ 2.1%

12.8%

35.6%

553,839

511,791

42,048

85,882

217,292

△ 131,410

41,557

93,148

134,705

45,343

547,626

498,691

48,935

82,717

222,086

△ 139,369

60,759

91,182

151,941

61,507

△ 2.0%

0.4%

0.0%

△ 10.9%

0.6%

△ 54.7%

△ 6.0%

2,723,832

335,000

147,332

1,970,458

3,197,457

513,560

8,887,639

2,668,084

336,417

147,332

1,756,251

3,215,651

232,857

8,356,592

一般会計　119億2,500万円　+　新型コロナウイルス対策第1号補正　2億150万円　＝　121億2,650万円
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（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
児童館 35,056

下校後、常時留守家庭となる小学校低学年の児童を保育します。[設置場所]

市内全小学校　[開館時間]放課後～18:30（長期休暇8:00～18:30）

継

続
病児保育園 25,188

加茂市・田上町消防衛生保育組合が運営する病児保育園の運営費を負担しま

す。

拡

充
家庭児童相談室 5,477

家庭における子どもの養育相談、支援を行います。

（相談員1名⇒2名に増員）

継

続
妊産婦医療費助成 4,770

自己負担額を外来１回530円、入院１日1,200円とします。

[対象期間]医師が妊娠を確認した日～出産の翌月末

継

続
不妊治療助成 1,500 1年度あたり10万円を上限に年齢・回数に制限なく助成します。

継

続
インフルエンザ予防接

種助成
4,581

13歳未満のインフルエンザ予防接種に対し、１回あたり1,500円を支給しま

す。

拡

充
地域子育て支援セン

ター
11,803

子育てに関する相談や情報提供、講習会により育児不安の軽減を図り、親子遊びと交流の場の提供に

より子どもの健やかな育ちを支援し、地域の子育て機能の充実を図ります。

継

続
市内全小学校フッ化物
洗口

1,712
市内の全小学校で、フッ化物洗口（フッ化ナトリウムを含んだ溶液を使ったう

がい）を実施し、児童の虫歯予防に努めます。

継

続
子ども医療費助成 74,478

自己負担額を外来１回530円とします。入院は完全無料です。0歳児は外来も

完全無料です。[対象期間]入院・通院とも高校卒業まで

11,923
英語教育と国際理解教育の充実と国際交流を図るため、外国語指導助手(ALT)

を外国から招致します。

継

続

石川小学校

耐震補強事業
36,000 校舎の耐震化工事に向け、耐震診断と耐震補強設計委託を行います。

事業名 概　　要
新

規
子育て世代包括支援セ

ンター
3,190

妊産婦の心身の健康の保持増進と乳幼児の健全な成長をサポートするため、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のないワンストップ相談支援体制を構築します。

事業名 概　　要
新

規
学校ICT支援員 8,580 学校におけるICT機器の円滑な活用と教職員の負担軽減を図ります。

新

規

デジタル教科書

(教師用)
1,437

タブレット端末、電子黒板と共に活用するデジタル教科書(教師用)を整備し、

授業の効率化・充実を図ります。

継

続
スクールアシスタント 4,545

通常学級に通う児童生徒により、丁寧な指導を実践し、学習や生活を支援しま

す。

継

続
学習支援員 602 教員の指導技術等向上のため、学習支援員を雇用し教員を指導します。

継

続
スクールバス 100,241

児童・生徒の安全を確保するため、また、遠距離通学者等の利便性を高めるた

め３０台のスクールバスで送迎をします。

継

続
中学生代表団ロシア派

遣事業
3,090

ロシアのコムソモリスク・ナ・アムーレ市へ中学生代表団を派遣します。新型コロナウ
イルスの感染状況により変更の可能性があります。[個人負担金　５万円]

継

続
英語教育充実

主 要 事 業

子育て支援

教育の充実

主 要 事 業 事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
中小企業経営強化資金

融資
41,205

融資限度額30,000千円　利率1.5％　期間10年以内　信用保証料補助25～

50％

事業名 概　　要

新

規
新商品・新製品

開発支援事業
1,032

市内の中小企業者が付加価値の高い新商品・新製品を開発し、販路拡大に取り

組む事業を支援します。

継

続
創業支援資金融資 32,878 限度額10,000千円　利率１％　期間10年以内　信用保証料補助100％

拡

充
骨髄移植ドナー支援 681

骨髄移植の推進やドナー登録者増加を図るため、ドナーやドナーを雇用する事

業所及び骨髄移植支援団体を支援します。

継

続
精神障害者入院費助成 3,188 入院にかかる医療費の自己負担額の４割を助成します。

継

続
自立相談支援事業 5,797

生活困窮者からの相談に早期かつ包括的に応じる窓口を設置します。関係機関

との連絡調整なども行います。[社会福祉協議会委託事業]

継

続
在宅家族介護支援手当 12,600

在宅の寝たきりの方、認知症または重度心身障害者を常時介護している方に対して支給
します。令和3年度中に助成対象者の見直しを行います。[月額　5,000円]

継

続
市民バス 114,701

民間バスの未運行地域に市直営のバスを運行します。令和３年度中に新たな運行方法の
実証実験を行います。[一般財源の約8割が特別交付税で措置されています]

継

続
人工透析患者通院費助

成
1,618 人工透析患者が通院に要する交通費の一部を助成します。

継

続
応急診療所補助金 5,000

県央医師会応急診療所の施設整備費借入金償還金を加茂市も負担します。

[4年総額　2768万円]

継

続
長寿祝い金等贈呈 2,546 100歳の方に祝い金５万円、88歳の方に５千円の商品券を贈呈します。

継

続
ホームヘルプサービス

等利用料助成
31,700 ホームヘルプサービス、訪問看護、訪問リハビリテーション利用料を全額助成します。令和3年度中に助成対象者の見

直しを行います。介護予防に係るデイサービス及び通所リハビリテーション利用料を一部助成します。

新

規
高齢者の保健事業と

介護予防の一体的事業
1,200

高齢者の多様な課題に、きめこまやかな支援を実施するため、高齢者の保健事

業と介護予防等の一体的な実施を効果的に進めます。

継

続
健康づくりポイント事

業
279

市民の健康づくりの取組に対して、健康づくりに役立つ商品をお送りし、自主

的な健康づくりや健診・検診の受診を促進します。

新

規
看護職員修学資金

貸付金
3,000

看護職員（保健師・助産師・看護師・准看護師）として働く意思があり、看護

師等学校養成所に在学している方に修学資金を貸与します。

継

続
適応指導教室 334 教育相談・学習指導等を行い、不登校等の児童生徒を支援します。

事業名 概　　要

継

続
就学援助及び奨励費 26,540

経済的理由により就学が困難な児童生徒及び特別支援学級に通級する児童生徒

に対して、給食費や学用品費などを補助します。

事業名 概　　要

新

規

健康増進

プロジェクト
4,307

活動量計を利用した健康増進事業を実施し、地域、行政、民間団体で連携しな

がら健康づくりとともに地域づくりを進めます。

農林業・商工業振興

健康・福祉の充実
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　令和３年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症対策を継続し

つつ、「行財政健全化計画」にしっかり取り組んだ内容となってい

ます。また、「総合計画」の策定を踏まえ、特に少子化対策・子育

て支援に重点をおくため、令和３年４月から健康課と福祉事務所を

「こども未来課」と「健康福祉課」に再編します。ウィズコロナ、

アフターコロナに適応した将来のまちづくりを踏まえ、予算編成を

行いました。

令和３年度　加茂市

予算概要予算概要
一般会計当初予算総額　119億2,500万円（前年度比1.0％増）

特　別　会　計 水道事業会計

（単位：円）地方消費税
交付金

6億2,000万

その他
8億8,018万

地方交付税
41億1,500万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

その他
8億8,018万

歳出歳入

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

民生費
39億554万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

民生費
39億554万

地方交付税
41億1,500万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

（単位：千円）
会計名 令和２年度令和３年度 前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成

下水道

介護保険

在宅介護サービス

合計

（単位：千円）
区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

水道事業収益

水道事業費用

差引　 Ａ

資本的収入

資本的支出

差引　 Ｂ

過年度分

当年度分

合計　 Ｃ

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

財　政　構　造

区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

経常収支比率 98.2 

8.6 

106.1 

94億円

2.4億円

99.7 

9.0 

112.2 

95億円

0.7億円

△ 1.5

△ 0.4

△ 6.1

△ 1億円

1.7億円

実質公債費比率

将来負担比率

市　債　残　高

基　金　残　高

令
和
３
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

△ 1.1%

△ 2.6%

16.4%

△ 3.7%

2.2%

6.1%

46.2%

△ 2.1%

12.8%

35.6%

553,839

511,791

42,048

85,882

217,292

△ 131,410

41,557

93,148

134,705

45,343

547,626

498,691

48,935

82,717

222,086

△ 139,369

60,759

91,182

151,941

61,507

△ 2.0%

0.4%

0.0%

△ 10.9%

0.6%

△ 54.7%

△ 6.0%

2,723,832

335,000

147,332

1,970,458

3,197,457

513,560

8,887,639

2,668,084

336,417

147,332

1,756,251

3,215,651

232,857

8,356,592

一般会計　119億2,500万円　+　新型コロナウイルス対策第1号補正　2億150万円　＝　121億2,650万円
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（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
児童館 35,056

下校後、常時留守家庭となる小学校低学年の児童を保育します。[設置場所]

市内全小学校　[開館時間]放課後～18:30（長期休暇8:00～18:30）

継

続
病児保育園 25,188

加茂市・田上町消防衛生保育組合が運営する病児保育園の運営費を負担しま

す。

拡

充
家庭児童相談室 5,477

家庭における子どもの養育相談、支援を行います。

（相談員1名⇒2名に増員）

継

続
妊産婦医療費助成 4,770

自己負担額を外来１回530円、入院１日1,200円とします。

[対象期間]医師が妊娠を確認した日～出産の翌月末

継

続
不妊治療助成 1,500 1年度あたり10万円を上限に年齢・回数に制限なく助成します。

継

続
インフルエンザ予防接

種助成
4,581

13歳未満のインフルエンザ予防接種に対し、１回あたり1,500円を支給しま

す。

拡

充
地域子育て支援セン

ター
11,803

子育てに関する相談や情報提供、講習会により育児不安の軽減を図り、親子遊びと交流の場の提供に

より子どもの健やかな育ちを支援し、地域の子育て機能の充実を図ります。

継

続
市内全小学校フッ化物
洗口

1,712
市内の全小学校で、フッ化物洗口（フッ化ナトリウムを含んだ溶液を使ったう

がい）を実施し、児童の虫歯予防に努めます。

継

続
子ども医療費助成 74,478

自己負担額を外来１回530円とします。入院は完全無料です。0歳児は外来も

完全無料です。[対象期間]入院・通院とも高校卒業まで

11,923
英語教育と国際理解教育の充実と国際交流を図るため、外国語指導助手(ALT)

を外国から招致します。

継

続

石川小学校

耐震補強事業
36,000 校舎の耐震化工事に向け、耐震診断と耐震補強設計委託を行います。

事業名 概　　要
新

規
子育て世代包括支援セ

ンター
3,190

妊産婦の心身の健康の保持増進と乳幼児の健全な成長をサポートするため、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のないワンストップ相談支援体制を構築します。

事業名 概　　要
新

規
学校ICT支援員 8,580 学校におけるICT機器の円滑な活用と教職員の負担軽減を図ります。

新

規

デジタル教科書

(教師用)
1,437

タブレット端末、電子黒板と共に活用するデジタル教科書(教師用)を整備し、

授業の効率化・充実を図ります。

継

続
スクールアシスタント 4,545

通常学級に通う児童生徒により、丁寧な指導を実践し、学習や生活を支援しま

す。

継

続
学習支援員 602 教員の指導技術等向上のため、学習支援員を雇用し教員を指導します。

継

続
スクールバス 100,241

児童・生徒の安全を確保するため、また、遠距離通学者等の利便性を高めるた

め３０台のスクールバスで送迎をします。

継

続
中学生代表団ロシア派

遣事業
3,090

ロシアのコムソモリスク・ナ・アムーレ市へ中学生代表団を派遣します。新型コロナウ
イルスの感染状況により変更の可能性があります。[個人負担金　５万円]

継

続
英語教育充実

主 要 事 業

子育て支援

教育の充実

主 要 事 業 事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
中小企業経営強化資金

融資
41,205

融資限度額30,000千円　利率1.5％　期間10年以内　信用保証料補助25～

50％

事業名 概　　要

新

規
新商品・新製品

開発支援事業
1,032

市内の中小企業者が付加価値の高い新商品・新製品を開発し、販路拡大に取り

組む事業を支援します。

継

続
創業支援資金融資 32,878 限度額10,000千円　利率１％　期間10年以内　信用保証料補助100％

拡

充
骨髄移植ドナー支援 681

骨髄移植の推進やドナー登録者増加を図るため、ドナーやドナーを雇用する事

業所及び骨髄移植支援団体を支援します。

継

続
精神障害者入院費助成 3,188 入院にかかる医療費の自己負担額の４割を助成します。

継

続
自立相談支援事業 5,797

生活困窮者からの相談に早期かつ包括的に応じる窓口を設置します。関係機関

との連絡調整なども行います。[社会福祉協議会委託事業]

継

続
在宅家族介護支援手当 12,600

在宅の寝たきりの方、認知症または重度心身障害者を常時介護している方に対して支給
します。令和3年度中に助成対象者の見直しを行います。[月額　5,000円]

継

続
市民バス 114,701

民間バスの未運行地域に市直営のバスを運行します。令和３年度中に新たな運行方法の
実証実験を行います。[一般財源の約8割が特別交付税で措置されています]

継

続
人工透析患者通院費助

成
1,618 人工透析患者が通院に要する交通費の一部を助成します。

継

続
応急診療所補助金 5,000

県央医師会応急診療所の施設整備費借入金償還金を加茂市も負担します。

[4年総額　2768万円]

継

続
長寿祝い金等贈呈 2,546 100歳の方に祝い金５万円、88歳の方に５千円の商品券を贈呈します。

継

続
ホームヘルプサービス

等利用料助成
31,700 ホームヘルプサービス、訪問看護、訪問リハビリテーション利用料を全額助成します。令和3年度中に助成対象者の見

直しを行います。介護予防に係るデイサービス及び通所リハビリテーション利用料を一部助成します。

新

規
高齢者の保健事業と

介護予防の一体的事業
1,200

高齢者の多様な課題に、きめこまやかな支援を実施するため、高齢者の保健事

業と介護予防等の一体的な実施を効果的に進めます。

継

続
健康づくりポイント事

業
279

市民の健康づくりの取組に対して、健康づくりに役立つ商品をお送りし、自主

的な健康づくりや健診・検診の受診を促進します。

新

規
看護職員修学資金

貸付金
3,000

看護職員（保健師・助産師・看護師・准看護師）として働く意思があり、看護

師等学校養成所に在学している方に修学資金を貸与します。

継

続
適応指導教室 334 教育相談・学習指導等を行い、不登校等の児童生徒を支援します。

事業名 概　　要

継

続
就学援助及び奨励費 26,540

経済的理由により就学が困難な児童生徒及び特別支援学級に通級する児童生徒

に対して、給食費や学用品費などを補助します。

事業名 概　　要

新

規

健康増進

プロジェクト
4,307

活動量計を利用した健康増進事業を実施し、地域、行政、民間団体で連携しな

がら健康づくりとともに地域づくりを進めます。

農林業・商工業振興

健康・福祉の充実
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　令和３年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症対策を継続し

つつ、「行財政健全化計画」にしっかり取り組んだ内容となってい

ます。また、「総合計画」の策定を踏まえ、特に少子化対策・子育

て支援に重点をおくため、令和３年４月から健康課と福祉事務所を

「こども未来課」と「健康福祉課」に再編します。ウィズコロナ、

アフターコロナに適応した将来のまちづくりを踏まえ、予算編成を

行いました。

令和３年度　加茂市

予算概要予算概要
一般会計当初予算総額　119億2,500万円（前年度比1.0％増）

特　別　会　計 水道事業会計

（単位：円）地方消費税
交付金

6億2,000万

その他
8億8,018万

地方交付税
41億1,500万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

その他
8億8,018万

歳出歳入

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

民生費
39億554万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

民生費
39億554万

地方交付税
41億1,500万

土木費
15億2,576万

教育費
15億559万

総務費
11億9,780万

商工費
10億4,587万

公債費
10億2,086万

衛生費
8億841万

その他
9億1,517万

市税
25億5,509万

諸収入
9億2,316万

国庫支出金
11億9,341万

市債
8億9,800万

県支出金
7億4,016万

（単位：千円）
会計名 令和２年度令和３年度 前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成

下水道

介護保険

在宅介護サービス

合計

（単位：千円）
区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

収益的
収　支

資本的
収　支

損益勘定
留保資金

水道事業収益

水道事業費用

差引　 Ａ

資本的収入

資本的支出

差引　 Ｂ

過年度分

当年度分

合計　 Ｃ

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

財　政　構　造

区分 令和３年度 令和２年度 前年度比

経常収支比率 98.2 

8.6 

106.1 

94億円

2.4億円

99.7 

9.0 

112.2 

95億円

0.7億円

△ 1.5

△ 0.4

△ 6.1

△ 1億円

1.7億円

実質公債費比率

将来負担比率

市　債　残　高

基　金　残　高

令
和
３
年
度
　
加
茂
市
予
算
概
要

△ 1.1%

△ 2.6%

16.4%

△ 3.7%

2.2%

6.1%

46.2%

△ 2.1%

12.8%

35.6%

553,839

511,791

42,048

85,882

217,292

△ 131,410

41,557

93,148

134,705

45,343

547,626

498,691

48,935

82,717

222,086

△ 139,369

60,759

91,182

151,941

61,507

△ 2.0%

0.4%

0.0%

△ 10.9%

0.6%

△ 54.7%

△ 6.0%

2,723,832

335,000

147,332

1,970,458

3,197,457

513,560

8,887,639

2,668,084

336,417

147,332

1,756,251

3,215,651

232,857

8,356,592

一般会計　119億2,500万円　+　新型コロナウイルス対策第1号補正　2億150万円　＝　121億2,650万円
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事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

新

規
移住・定住促進事業 965

移住を検討している方に、実際加茂市を訪問してもらい見学や地域住民と触れ

合う機会を設けて移住を促進します。

継

続
地域おこし協力隊 15,200

都市地域から「地域おこし協力隊」を招いて、加茂市の地域ブランドや地場産

品の開発・販売・PRなどを行ってもらいます。

新

規
地域おこし企業人 7,600

都市圏にある企業から人材を受け入れ、地域おこし協力隊と連携しながら地域の課題解
決に取り組みます。

繰

越
消雪パイプ 18,753 陣ケ峰坂田線さく井　1680万円

事業名 概　　要

新

規
移住促進住宅取得

補助金
5,000

子育て世代の加茂市への移住・定住を支援します。市外から加茂市へ転入し、住宅（新
築・中古）を取得する方に補助金を交付します。(1件あたり上限50万円)

新

規
道路修繕 18,000 市道川西線の通行止め区間を修繕工事し、円滑な道路交通を確保します。

繰

越
橋梁長寿命化 52,500 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に市道橋の修繕を行います。

新

規
公園施設長寿命化 95,865

公園長寿命化計画に基づいて、加茂山公園のローラースライダーの更新を行い

ます。

事業名 概　　要

新

規
道路照明灯LED化 165,400

市道に設置してある道路照明灯をLED化し、電気料及び修繕料の縮減を図りま

す。電気料等は年間約700万円の縮減を見込んでいます

継

続
新町商店街アーケード

建設
148,050

加茂駅前から続く商店街のアーケードを新町まで延伸します。メリア３階等を

整備します。

継

続
青年就農支援事業 1,500

「農地中間管理機構から農地を借り受けている」等の認定新規就農者が、要件

を満たした場合、最長5年間給付金を給付します。

継

続
多面的機能支払交付金 9,478

良好な農村環境の形成や環境を重視した質的向上を図るため、地域の共同活動

を支援します。

継

続
環境保全型農業直接支

払交付金
2,037

化学肥料・化学合成農薬を5割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様

性保全に効果の高い営農活動に取組む農業者を支援します。

継

続
農機具購入助成 13,966

農林業経営者の省コスト化と所得向上を目的として補助します。

[補助率]10％以内

新

規
加茂市鳥獣被害防止

対策協議会補助金
1,000

国の鳥獣被害防止対策を活用し、電気柵設置補助を行う事業主体の加茂市鳥獣

被害防止対策協議会へ運営費を補助します。

継

続
「人・農地プラン」作

成支援
80
関係機関と連携し、地域の未来図である「人・農地プラン」の作成を支援し、

このプランを核に農地集積・集約化を加速させ、競争力を強化します。

継

続
企業設置奨励金 64,761

市内に工場・事業所を新設・増設・移設する者に対して、固定資産税及び都市

計画税納税額を奨励金として３年間交付します。

継

続
消費生活相談窓口 4,857

消費生活に関する様々な相談や苦情を受け付け、トラブル解決のためのお手伝

いをします。消費者被害の未然防止のための啓発活動を行います。

事業名 概　　要

主要建設事業

移住・定住、地方創生

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）
1   令和2年度の予算を繰り越して新型コロナウイルスワクチンの接種を行います。（予算額：178,388千円）
2　令和3年度第1号補正（予算額：201,500千円）　

加茂市独自の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

事業費

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

新

規
商店街Wi-Fi整備事業 24,057 駅前～新町の各商店街のアーケードにフリーWi-Fiを整備します。

継

続
ホームページ構築及び

運用業務委託
2,320

市民が情報を取得しやすくしたり、市外に魅力を発信できるようなホームペー

ジを4月からリニューアルします。

継

続
東京オリンピック

事前キャンプ受入
29,968

東京オリンピックの１年延期に伴い延期となったロシア男女体操チームの大会

直前キャンプを、感染症対策を講じたうえで受け入れます。

新

規
加茂市売上減少

事業者給付金事業
100,300

新型コロナウイルス感染症の影響により前々年同月の売り上げ比較で30％以上50％未満減少してい

る中小事業者に上限30万円、50％以上減少している事業者に上限50万円を支給します。

継

続
ふるさと加茂応援

寄附金
199,692

加茂市の魅力発信及び地域経済の活性化を目的として、より一層返礼品を充実

していきます。[目標寄附金額　4億円]

新

規
自治体クラウド

ファンディング事業
4,000

ふるさと納税の使い道をより具体的にプロジェクト化し、問題解決のために寄

附を募り、その実現を目指します。

継

続
『総合計画』策定 2,660

加茂市の将来像と政策の方向性を示す総合計画を策定します。

（令和3年9月策定完了予定）

新

規
消防指令車の更新 5,775

現指令車の老朽化に伴い、高い走破性と安全性を備え、消防の現場活動に迅速

に対応するSUV車両に更新します。

新

規
ペットボトルの

分別回収
1,063

ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、市内4箇所に回収箱を設置し、

ペットボトルを回収します。

新

規
縁結びサポート事業 110

結婚を希望する方を支援するため、新潟県が運営するマッチングサイトへの登

録料の1/2を助成します。(1件あたり5,500円)

新

規
自主防災組織活動

事業補助金
500

自主防災組織の結成と活動の促進を図るため、自主防災組織に資機材の整備や防災訓練
等の事業に係る費用の1/2を補助します。（１団体あたり上限5万円）

新

規
防犯カメラ設置事業 1,859

傷害や強盗、誘拐等の犯罪の防止や事件発生後の捜査に役立てるため、学校や

警察と協議の上防犯上重要な箇所に防犯カメラを設置します。

継

続
災害対策用資機材購入 1,648 消防団に配備する災害対策用資機材を充実させます。

新

規
空き家バンク登録

手数料補助事業
100

管理物件、紹介物件を増やし、空き家の解消、移住促進を進めるため、空き家バンクへ
の登録に係る費用の1/2を補助します。（１件あたり上限5,000円）

継

続
移住・就業支援事業 2,244

東京23区から加茂市へ移住し、対象法人に就業した方に、単身者の場合は最大60万
円、世帯移住者の場合は最大100万円を支給します。

継

続
地方創生推進事業 4,331

ふるさと納税の寄附者等に、SNSでの情報発信や地場産品の魅力体験などを実施して、
関係・交流人口の拡大と、ICTを活用した地場産品の販路開拓に取組みます。

防災・減災、防犯

その他

新型コロナウイルス感染症対策
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（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
児童館 35,056

下校後、常時留守家庭となる小学校低学年の児童を保育します。[設置場所]

市内全小学校　[開館時間]放課後～18:30（長期休暇8:00～18:30）

継

続
病児保育園 25,188

加茂市・田上町消防衛生保育組合が運営する病児保育園の運営費を負担しま

す。

拡

充
家庭児童相談室 5,477

家庭における子どもの養育相談、支援を行います。

（相談員1名⇒2名に増員）

継

続
妊産婦医療費助成 4,770

自己負担額を外来１回530円、入院１日1,200円とします。

[対象期間]医師が妊娠を確認した日～出産の翌月末

継

続
不妊治療助成 1,500 1年度あたり10万円を上限に年齢・回数に制限なく助成します。

継

続
インフルエンザ予防接

種助成
4,581

13歳未満のインフルエンザ予防接種に対し、１回あたり1,500円を支給しま

す。

拡

充
地域子育て支援セン

ター
11,803

子育てに関する相談や情報提供、講習会により育児不安の軽減を図り、親子遊びと交流の場の提供に

より子どもの健やかな育ちを支援し、地域の子育て機能の充実を図ります。

継

続
市内全小学校フッ化物
洗口

1,712
市内の全小学校で、フッ化物洗口（フッ化ナトリウムを含んだ溶液を使ったう

がい）を実施し、児童の虫歯予防に努めます。

継

続
子ども医療費助成 74,478

自己負担額を外来１回530円とします。入院は完全無料です。0歳児は外来も

完全無料です。[対象期間]入院・通院とも高校卒業まで

11,923
英語教育と国際理解教育の充実と国際交流を図るため、外国語指導助手(ALT)

を外国から招致します。

継

続

石川小学校

耐震補強事業
36,000 校舎の耐震化工事に向け、耐震診断と耐震補強設計委託を行います。

事業名 概　　要
新

規
子育て世代包括支援セ

ンター
3,190

妊産婦の心身の健康の保持増進と乳幼児の健全な成長をサポートするため、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のないワンストップ相談支援体制を構築します。

事業名 概　　要
新

規
学校ICT支援員 8,580 学校におけるICT機器の円滑な活用と教職員の負担軽減を図ります。

新

規

デジタル教科書

(教師用)
1,437

タブレット端末、電子黒板と共に活用するデジタル教科書(教師用)を整備し、

授業の効率化・充実を図ります。

継

続
スクールアシスタント 4,545

通常学級に通う児童生徒により、丁寧な指導を実践し、学習や生活を支援しま

す。

継

続
学習支援員 602 教員の指導技術等向上のため、学習支援員を雇用し教員を指導します。

継

続
スクールバス 100,241

児童・生徒の安全を確保するため、また、遠距離通学者等の利便性を高めるた

め３０台のスクールバスで送迎をします。

継

続
中学生代表団ロシア派

遣事業
3,090

ロシアのコムソモリスク・ナ・アムーレ市へ中学生代表団を派遣します。新型コロナウ
イルスの感染状況により変更の可能性があります。[個人負担金　５万円]

継

続
英語教育充実

主 要 事 業

子育て支援

教育の充実

主 要 事 業 事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
中小企業経営強化資金

融資
41,205

融資限度額30,000千円　利率1.5％　期間10年以内　信用保証料補助25～

50％

事業名 概　　要

新

規
新商品・新製品

開発支援事業
1,032

市内の中小企業者が付加価値の高い新商品・新製品を開発し、販路拡大に取り

組む事業を支援します。

継

続
創業支援資金融資 32,878 限度額10,000千円　利率１％　期間10年以内　信用保証料補助100％

拡

充
骨髄移植ドナー支援 681

骨髄移植の推進やドナー登録者増加を図るため、ドナーやドナーを雇用する事

業所及び骨髄移植支援団体を支援します。

継

続
精神障害者入院費助成 3,188 入院にかかる医療費の自己負担額の４割を助成します。

継

続
自立相談支援事業 5,797

生活困窮者からの相談に早期かつ包括的に応じる窓口を設置します。関係機関

との連絡調整なども行います。[社会福祉協議会委託事業]

継

続
在宅家族介護支援手当 12,600

在宅の寝たきりの方、認知症または重度心身障害者を常時介護している方に対して支給
します。令和3年度中に助成対象者の見直しを行います。[月額　5,000円]

継

続
市民バス 114,701

民間バスの未運行地域に市直営のバスを運行します。令和３年度中に新たな運行方法の
実証実験を行います。[一般財源の約8割が特別交付税で措置されています]

継

続
人工透析患者通院費助

成
1,618 人工透析患者が通院に要する交通費の一部を助成します。

継

続
応急診療所補助金 5,000

県央医師会応急診療所の施設整備費借入金償還金を加茂市も負担します。

[4年総額　2768万円]

継

続
長寿祝い金等贈呈 2,546 100歳の方に祝い金５万円、88歳の方に５千円の商品券を贈呈します。

継

続
ホームヘルプサービス

等利用料助成
31,700 ホームヘルプサービス、訪問看護、訪問リハビリテーション利用料を全額助成します。令和3年度中に助成対象者の見

直しを行います。介護予防に係るデイサービス及び通所リハビリテーション利用料を一部助成します。

新

規
高齢者の保健事業と

介護予防の一体的事業
1,200

高齢者の多様な課題に、きめこまやかな支援を実施するため、高齢者の保健事

業と介護予防等の一体的な実施を効果的に進めます。

継

続
健康づくりポイント事

業
279

市民の健康づくりの取組に対して、健康づくりに役立つ商品をお送りし、自主

的な健康づくりや健診・検診の受診を促進します。

新

規
看護職員修学資金

貸付金
3,000

看護職員（保健師・助産師・看護師・准看護師）として働く意思があり、看護

師等学校養成所に在学している方に修学資金を貸与します。

継

続
適応指導教室 334 教育相談・学習指導等を行い、不登校等の児童生徒を支援します。

事業名 概　　要

継

続
就学援助及び奨励費 26,540

経済的理由により就学が困難な児童生徒及び特別支援学級に通級する児童生徒

に対して、給食費や学用品費などを補助します。

事業名 概　　要

新

規

健康増進

プロジェクト
4,307

活動量計を利用した健康増進事業を実施し、地域、行政、民間団体で連携しな

がら健康づくりとともに地域づくりを進めます。

農林業・商工業振興

健康・福祉の充実
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事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

新

規
移住・定住促進事業 965

移住を検討している方に、実際加茂市を訪問してもらい見学や地域住民と触れ

合う機会を設けて移住を促進します。

継

続
地域おこし協力隊 15,200

都市地域から「地域おこし協力隊」を招いて、加茂市の地域ブランドや地場産

品の開発・販売・PRなどを行ってもらいます。

新

規
地域おこし企業人 7,600

都市圏にある企業から人材を受け入れ、地域おこし協力隊と連携しながら地域の課題解
決に取り組みます。

繰

越
消雪パイプ 18,753 陣ケ峰坂田線さく井　1680万円

事業名 概　　要

新

規
移住促進住宅取得

補助金
5,000

子育て世代の加茂市への移住・定住を支援します。市外から加茂市へ転入し、住宅（新
築・中古）を取得する方に補助金を交付します。(1件あたり上限50万円)

新

規
道路修繕 18,000 市道川西線の通行止め区間を修繕工事し、円滑な道路交通を確保します。

繰

越
橋梁長寿命化 52,500 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に市道橋の修繕を行います。

新

規
公園施設長寿命化 95,865

公園長寿命化計画に基づいて、加茂山公園のローラースライダーの更新を行い

ます。

事業名 概　　要

新

規
道路照明灯LED化 165,400

市道に設置してある道路照明灯をLED化し、電気料及び修繕料の縮減を図りま

す。電気料等は年間約700万円の縮減を見込んでいます

継

続
新町商店街アーケード

建設
148,050

加茂駅前から続く商店街のアーケードを新町まで延伸します。メリア３階等を

整備します。

継

続
青年就農支援事業 1,500

「農地中間管理機構から農地を借り受けている」等の認定新規就農者が、要件

を満たした場合、最長5年間給付金を給付します。

継

続
多面的機能支払交付金 9,478

良好な農村環境の形成や環境を重視した質的向上を図るため、地域の共同活動

を支援します。

継

続
環境保全型農業直接支

払交付金
2,037

化学肥料・化学合成農薬を5割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様

性保全に効果の高い営農活動に取組む農業者を支援します。

継

続
農機具購入助成 13,966

農林業経営者の省コスト化と所得向上を目的として補助します。

[補助率]10％以内

新

規
加茂市鳥獣被害防止

対策協議会補助金
1,000

国の鳥獣被害防止対策を活用し、電気柵設置補助を行う事業主体の加茂市鳥獣

被害防止対策協議会へ運営費を補助します。

継

続
「人・農地プラン」作

成支援
80
関係機関と連携し、地域の未来図である「人・農地プラン」の作成を支援し、

このプランを核に農地集積・集約化を加速させ、競争力を強化します。

継

続
企業設置奨励金 64,761

市内に工場・事業所を新設・増設・移設する者に対して、固定資産税及び都市

計画税納税額を奨励金として３年間交付します。

継

続
消費生活相談窓口 4,857

消費生活に関する様々な相談や苦情を受け付け、トラブル解決のためのお手伝

いをします。消費者被害の未然防止のための啓発活動を行います。

事業名 概　　要

主要建設事業

移住・定住、地方創生

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）
1   令和2年度の予算を繰り越して新型コロナウイルスワクチンの接種を行います。（予算額：178,388千円）
2　令和3年度第1号補正（予算額：201,500千円）　

加茂市独自の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

事業費

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

新

規
商店街Wi-Fi整備事業 24,057 駅前～新町の各商店街のアーケードにフリーWi-Fiを整備します。

継

続
ホームページ構築及び

運用業務委託
2,320

市民が情報を取得しやすくしたり、市外に魅力を発信できるようなホームペー

ジを4月からリニューアルします。

継

続
東京オリンピック

事前キャンプ受入
29,968

東京オリンピックの１年延期に伴い延期となったロシア男女体操チームの大会

直前キャンプを、感染症対策を講じたうえで受け入れます。

新

規
加茂市売上減少

事業者給付金事業
100,300

新型コロナウイルス感染症の影響により前々年同月の売り上げ比較で30％以上50％未満減少してい

る中小事業者に上限30万円、50％以上減少している事業者に上限50万円を支給します。

継

続
ふるさと加茂応援

寄附金
199,692

加茂市の魅力発信及び地域経済の活性化を目的として、より一層返礼品を充実

していきます。[目標寄附金額　4億円]

新

規
自治体クラウド

ファンディング事業
4,000

ふるさと納税の使い道をより具体的にプロジェクト化し、問題解決のために寄

附を募り、その実現を目指します。

継

続
『総合計画』策定 2,660

加茂市の将来像と政策の方向性を示す総合計画を策定します。

（令和3年9月策定完了予定）

新

規
消防指令車の更新 5,775

現指令車の老朽化に伴い、高い走破性と安全性を備え、消防の現場活動に迅速

に対応するSUV車両に更新します。

新

規
ペットボトルの

分別回収
1,063

ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、市内4箇所に回収箱を設置し、

ペットボトルを回収します。

新

規
縁結びサポート事業 110

結婚を希望する方を支援するため、新潟県が運営するマッチングサイトへの登

録料の1/2を助成します。(1件あたり5,500円)

新

規
自主防災組織活動

事業補助金
500

自主防災組織の結成と活動の促進を図るため、自主防災組織に資機材の整備や防災訓練
等の事業に係る費用の1/2を補助します。（１団体あたり上限5万円）

新

規
防犯カメラ設置事業 1,859

傷害や強盗、誘拐等の犯罪の防止や事件発生後の捜査に役立てるため、学校や

警察と協議の上防犯上重要な箇所に防犯カメラを設置します。

継

続
災害対策用資機材購入 1,648 消防団に配備する災害対策用資機材を充実させます。

新

規
空き家バンク登録

手数料補助事業
100

管理物件、紹介物件を増やし、空き家の解消、移住促進を進めるため、空き家バンクへ
の登録に係る費用の1/2を補助します。（１件あたり上限5,000円）

継

続
移住・就業支援事業 2,244

東京23区から加茂市へ移住し、対象法人に就業した方に、単身者の場合は最大60万
円、世帯移住者の場合は最大100万円を支給します。

継

続
地方創生推進事業 4,331

ふるさと納税の寄附者等に、SNSでの情報発信や地場産品の魅力体験などを実施して、
関係・交流人口の拡大と、ICTを活用した地場産品の販路開拓に取組みます。

防災・減災、防犯

その他

新型コロナウイルス感染症対策
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（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
児童館 35,056

下校後、常時留守家庭となる小学校低学年の児童を保育します。[設置場所]

市内全小学校　[開館時間]放課後～18:30（長期休暇8:00～18:30）

継

続
病児保育園 25,188

加茂市・田上町消防衛生保育組合が運営する病児保育園の運営費を負担しま

す。

拡

充
家庭児童相談室 5,477

家庭における子どもの養育相談、支援を行います。

（相談員1名⇒2名に増員）

継

続
妊産婦医療費助成 4,770

自己負担額を外来１回530円、入院１日1,200円とします。

[対象期間]医師が妊娠を確認した日～出産の翌月末

継

続
不妊治療助成 1,500 1年度あたり10万円を上限に年齢・回数に制限なく助成します。

継

続
インフルエンザ予防接

種助成
4,581

13歳未満のインフルエンザ予防接種に対し、１回あたり1,500円を支給しま

す。

拡

充
地域子育て支援セン

ター
11,803

子育てに関する相談や情報提供、講習会により育児不安の軽減を図り、親子遊びと交流の場の提供に

より子どもの健やかな育ちを支援し、地域の子育て機能の充実を図ります。

継

続
市内全小学校フッ化物
洗口

1,712
市内の全小学校で、フッ化物洗口（フッ化ナトリウムを含んだ溶液を使ったう

がい）を実施し、児童の虫歯予防に努めます。

継

続
子ども医療費助成 74,478

自己負担額を外来１回530円とします。入院は完全無料です。0歳児は外来も

完全無料です。[対象期間]入院・通院とも高校卒業まで

11,923
英語教育と国際理解教育の充実と国際交流を図るため、外国語指導助手(ALT)

を外国から招致します。

継

続

石川小学校

耐震補強事業
36,000 校舎の耐震化工事に向け、耐震診断と耐震補強設計委託を行います。

事業名 概　　要
新

規
子育て世代包括支援セ

ンター
3,190

妊産婦の心身の健康の保持増進と乳幼児の健全な成長をサポートするため、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のないワンストップ相談支援体制を構築します。

事業名 概　　要
新

規
学校ICT支援員 8,580 学校におけるICT機器の円滑な活用と教職員の負担軽減を図ります。

新

規

デジタル教科書

(教師用)
1,437

タブレット端末、電子黒板と共に活用するデジタル教科書(教師用)を整備し、

授業の効率化・充実を図ります。

継

続
スクールアシスタント 4,545

通常学級に通う児童生徒により、丁寧な指導を実践し、学習や生活を支援しま

す。

継

続
学習支援員 602 教員の指導技術等向上のため、学習支援員を雇用し教員を指導します。

継

続
スクールバス 100,241

児童・生徒の安全を確保するため、また、遠距離通学者等の利便性を高めるた

め３０台のスクールバスで送迎をします。

継

続
中学生代表団ロシア派

遣事業
3,090

ロシアのコムソモリスク・ナ・アムーレ市へ中学生代表団を派遣します。新型コロナウ
イルスの感染状況により変更の可能性があります。[個人負担金　５万円]

継

続
英語教育充実

主 要 事 業

子育て支援

教育の充実

主 要 事 業 事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

継

続
中小企業経営強化資金

融資
41,205

融資限度額30,000千円　利率1.5％　期間10年以内　信用保証料補助25～

50％

事業名 概　　要

新

規
新商品・新製品

開発支援事業
1,032

市内の中小企業者が付加価値の高い新商品・新製品を開発し、販路拡大に取り

組む事業を支援します。

継

続
創業支援資金融資 32,878 限度額10,000千円　利率１％　期間10年以内　信用保証料補助100％

拡

充
骨髄移植ドナー支援 681

骨髄移植の推進やドナー登録者増加を図るため、ドナーやドナーを雇用する事

業所及び骨髄移植支援団体を支援します。

継

続
精神障害者入院費助成 3,188 入院にかかる医療費の自己負担額の４割を助成します。

継

続
自立相談支援事業 5,797

生活困窮者からの相談に早期かつ包括的に応じる窓口を設置します。関係機関

との連絡調整なども行います。[社会福祉協議会委託事業]

継

続
在宅家族介護支援手当 12,600

在宅の寝たきりの方、認知症または重度心身障害者を常時介護している方に対して支給
します。令和3年度中に助成対象者の見直しを行います。[月額　5,000円]

継

続
市民バス 114,701

民間バスの未運行地域に市直営のバスを運行します。令和３年度中に新たな運行方法の
実証実験を行います。[一般財源の約8割が特別交付税で措置されています]

継

続
人工透析患者通院費助

成
1,618 人工透析患者が通院に要する交通費の一部を助成します。

継

続
応急診療所補助金 5,000

県央医師会応急診療所の施設整備費借入金償還金を加茂市も負担します。

[4年総額　2768万円]

継

続
長寿祝い金等贈呈 2,546 100歳の方に祝い金５万円、88歳の方に５千円の商品券を贈呈します。

継

続
ホームヘルプサービス

等利用料助成
31,700 ホームヘルプサービス、訪問看護、訪問リハビリテーション利用料を全額助成します。令和3年度中に助成対象者の見

直しを行います。介護予防に係るデイサービス及び通所リハビリテーション利用料を一部助成します。

新

規
高齢者の保健事業と

介護予防の一体的事業
1,200

高齢者の多様な課題に、きめこまやかな支援を実施するため、高齢者の保健事

業と介護予防等の一体的な実施を効果的に進めます。

継

続
健康づくりポイント事

業
279

市民の健康づくりの取組に対して、健康づくりに役立つ商品をお送りし、自主

的な健康づくりや健診・検診の受診を促進します。

新

規
看護職員修学資金

貸付金
3,000

看護職員（保健師・助産師・看護師・准看護師）として働く意思があり、看護

師等学校養成所に在学している方に修学資金を貸与します。

継

続
適応指導教室 334 教育相談・学習指導等を行い、不登校等の児童生徒を支援します。

事業名 概　　要

継

続
就学援助及び奨励費 26,540

経済的理由により就学が困難な児童生徒及び特別支援学級に通級する児童生徒

に対して、給食費や学用品費などを補助します。

事業名 概　　要

新

規

健康増進

プロジェクト
4,307

活動量計を利用した健康増進事業を実施し、地域、行政、民間団体で連携しな

がら健康づくりとともに地域づくりを進めます。

農林業・商工業振興

健康・福祉の充実
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事業費事業名 概　　要

新

規

学校教育活動継続

支援事業
4,502

①タブレット端末、校内LANと共に活用するプリンター等を整備します。

②学校に係る消毒液等を整備します。③コロナ対応等に人手が不足する学校を支援します。

継

続
道路環境改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に道路

舗装等の修繕を実施します。

新

規
公園緑地環境

改善事業
6,000

外出自粛等の影響を受けた市民が３密を避けるため公園等で過ごす契機となる

よう、加茂山公園駐車場の舗装等の修繕を実施します。

継

続
融雪施設改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に消雪

パイプ等融雪施設の修繕を実施します。

新

規
リモートワーク等

支援事業
12,000

テレワーク用通信機器・設備等の実費を支給します。（レンタル・リースも6月分以内可。期間は

R.3.4～9までの新規導入分のみ対象。補助率4/5で、消費税抜き、1事業者20万円上限）

新

規
観光需要回復

支援事業
4,078

①落ち込んだ観光需要の回復に向け、新しい観光パンフレットを作成し誘客を

行います。②加茂市のPR動画を制作します。

継

続
雇用調整助成金活用

支援事業
1,000

雇用の維持を図るため、国の雇用調整助成金制度を利用した事業者に対し、雇用調整助
成金の申請に要する社会保険労務士への手数料を補助します。

継

続
商店街活性化支援

補助金
4,000

地域の消費を喚起するため、市内商店街で使えるクーポンを景品として発行す

る事業の4/５を補助します。（上限400万円）

継

続
緊急対応型雇用創出

事業・里山遊歩道
5,500

新型コロナウイルス感染症の影響で失業した人を雇用し、里山の整備を行いま

す。

新

規
インターネット

販売支援事業
6,100

市内の事業者が単独でインターネットショッピングモールに出店した場合、出店費用の
4/5を補助します。（上限20万円）（期間は4月から9月までに完了のもの）

継

続
PCR検査費用助成事業 3,084

条件に適合する無症状者の早期発見と早期療養につなげ、感染拡大の防止を図

るため検査費用を助成します。

継

続
飲食店支援事業 2,800

市内飲食店等を支援するため、スタンプラリーを実施し抽選で賞品をプレゼン

トします。
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十
回
以
上
。
幸
町

一有
本
　
修
　
献
血
五
十
回
以
上
。
皆
川

　
社
会
福
祉
功
労

渡
部
忠
男
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
三
条
市

吉
田
英
春
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
横
江

小
池
雅
彦
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
仲
町

鷲
塚
　
隆
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
穀
町

横
尾
二
二
秋
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年

以
上
。
青
海
町
一

　
産
業
振
興
功
労

金
子
功
一
　
令
和
二
年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
築
大
工
部
門
）

受
賞
な
ど
。
第
二
十
五
区

加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

二
十
七
年
以
上
に
わ
た
り
加
茂
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
活
動
を
通
し
て
観

光
振
興
に
貢
献
。
青
海
町
一

　
消
防
功
労

小
栁
康
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
新
町
一

田
浦
　
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉
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主
要
建
設
事
業
・
移
住
・
定
住
、
地
方
創
生

防
災
・
減
災
、
防
犯
・
そ
の
他

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

新

規
移住・定住促進事業 965

移住を検討している方に、実際加茂市を訪問してもらい見学や地域住民と触れ

合う機会を設けて移住を促進します。

継

続
地域おこし協力隊 15,200

都市地域から「地域おこし協力隊」を招いて、加茂市の地域ブランドや地場産

品の開発・販売・PRなどを行ってもらいます。

新

規
地域おこし企業人 7,600

都市圏にある企業から人材を受け入れ、地域おこし協力隊と連携しながら地域の課題解
決に取り組みます。

繰

越
消雪パイプ 18,753 陣ケ峰坂田線さく井　1680万円

事業名 概　　要

新

規
移住促進住宅取得

補助金
5,000

子育て世代の加茂市への移住・定住を支援します。市外から加茂市へ転入し、住宅（新
築・中古）を取得する方に補助金を交付します。(1件あたり上限50万円)

新

規
道路修繕 18,000 市道川西線の通行止め区間を修繕工事し、円滑な道路交通を確保します。

繰

越
橋梁長寿命化 52,500 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に市道橋の修繕を行います。

新

規
公園施設長寿命化 95,865

公園長寿命化計画に基づいて、加茂山公園のローラースライダーの更新を行い

ます。

事業名 概　　要

新

規
道路照明灯LED化 165,400

市道に設置してある道路照明灯をLED化し、電気料及び修繕料の縮減を図りま

す。電気料等は年間約700万円の縮減を見込んでいます

継

続
新町商店街アーケード

建設
148,050

加茂駅前から続く商店街のアーケードを新町まで延伸します。メリア３階等を

整備します。

継

続
青年就農支援事業 1,500

「農地中間管理機構から農地を借り受けている」等の認定新規就農者が、要件

を満たした場合、最長5年間給付金を給付します。

継

続
多面的機能支払交付金 9,478

良好な農村環境の形成や環境を重視した質的向上を図るため、地域の共同活動

を支援します。

継

続
環境保全型農業直接支

払交付金
2,037

化学肥料・化学合成農薬を5割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様

性保全に効果の高い営農活動に取組む農業者を支援します。

継

続
農機具購入助成 13,966

農林業経営者の省コスト化と所得向上を目的として補助します。

[補助率]10％以内

新

規
加茂市鳥獣被害防止

対策協議会補助金
1,000

国の鳥獣被害防止対策を活用し、電気柵設置補助を行う事業主体の加茂市鳥獣

被害防止対策協議会へ運営費を補助します。

継

続
「人・農地プラン」作

成支援
80
関係機関と連携し、地域の未来図である「人・農地プラン」の作成を支援し、

このプランを核に農地集積・集約化を加速させ、競争力を強化します。

継

続
企業設置奨励金 64,761

市内に工場・事業所を新設・増設・移設する者に対して、固定資産税及び都市

計画税納税額を奨励金として３年間交付します。

継

続
消費生活相談窓口 4,857

消費生活に関する様々な相談や苦情を受け付け、トラブル解決のためのお手伝

いをします。消費者被害の未然防止のための啓発活動を行います。

事業名 概　　要

主要建設事業

移住・定住、地方創生

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）
1   令和2年度の予算を繰り越して新型コロナウイルスワクチンの接種を行います。（予算額：178,388千円）
2　令和3年度第1号補正（予算額：201,500千円）　

加茂市独自の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

事業費

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

新

規
商店街Wi-Fi整備事業 24,057 駅前～新町の各商店街のアーケードにフリーWi-Fiを整備します。

継

続
ホームページ構築及び

運用業務委託
2,320

市民が情報を取得しやすくしたり、市外に魅力を発信できるようなホームペー

ジを4月からリニューアルします。

継

続
東京オリンピック

事前キャンプ受入
29,968

東京オリンピックの１年延期に伴い延期となったロシア男女体操チームの大会

直前キャンプを、感染症対策を講じたうえで受け入れます。

新

規
加茂市売上減少

事業者給付金事業
100,300

新型コロナウイルス感染症の影響により前々年同月の売り上げ比較で30％以上50％未満減少してい

る中小事業者に上限30万円、50％以上減少している事業者に上限50万円を支給します。

継

続
ふるさと加茂応援

寄附金
199,692

加茂市の魅力発信及び地域経済の活性化を目的として、より一層返礼品を充実

していきます。[目標寄附金額　4億円]

新

規
自治体クラウド

ファンディング事業
4,000

ふるさと納税の使い道をより具体的にプロジェクト化し、問題解決のために寄

附を募り、その実現を目指します。

継

続
『総合計画』策定 2,660

加茂市の将来像と政策の方向性を示す総合計画を策定します。

（令和3年9月策定完了予定）

新

規
消防指令車の更新 5,775

現指令車の老朽化に伴い、高い走破性と安全性を備え、消防の現場活動に迅速

に対応するSUV車両に更新します。

新

規
ペットボトルの

分別回収
1,063

ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、市内4箇所に回収箱を設置し、

ペットボトルを回収します。

新

規
縁結びサポート事業 110

結婚を希望する方を支援するため、新潟県が運営するマッチングサイトへの登

録料の1/2を助成します。(1件あたり5,500円)

新

規
自主防災組織活動

事業補助金
500

自主防災組織の結成と活動の促進を図るため、自主防災組織に資機材の整備や防災訓練
等の事業に係る費用の1/2を補助します。（１団体あたり上限5万円）

新

規
防犯カメラ設置事業 1,859

傷害や強盗、誘拐等の犯罪の防止や事件発生後の捜査に役立てるため、学校や

警察と協議の上防犯上重要な箇所に防犯カメラを設置します。

継

続
災害対策用資機材購入 1,648 消防団に配備する災害対策用資機材を充実させます。

新

規
空き家バンク登録

手数料補助事業
100

管理物件、紹介物件を増やし、空き家の解消、移住促進を進めるため、空き家バンクへ
の登録に係る費用の1/2を補助します。（１件あたり上限5,000円）

継

続
移住・就業支援事業 2,244

東京23区から加茂市へ移住し、対象法人に就業した方に、単身者の場合は最大60万
円、世帯移住者の場合は最大100万円を支給します。

継

続
地方創生推進事業 4,331

ふるさと納税の寄附者等に、SNSでの情報発信や地場産品の魅力体験などを実施して、
関係・交流人口の拡大と、ICTを活用した地場産品の販路開拓に取組みます。

防災・減災、防犯

その他

新型コロナウイルス感染症対策
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事業費事業名 概　　要

新

規

学校教育活動継続

支援事業
4,502

①タブレット端末、校内LANと共に活用するプリンター等を整備します。

②学校に係る消毒液等を整備します。③コロナ対応等に人手が不足する学校を支援します。

継

続
道路環境改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に道路

舗装等の修繕を実施します。

新

規
公園緑地環境

改善事業
6,000

外出自粛等の影響を受けた市民が３密を避けるため公園等で過ごす契機となる

よう、加茂山公園駐車場の舗装等の修繕を実施します。

継

続
融雪施設改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に消雪

パイプ等融雪施設の修繕を実施します。

新

規
リモートワーク等

支援事業
12,000

テレワーク用通信機器・設備等の実費を支給します。（レンタル・リースも6月分以内可。期間は

R.3.4～9までの新規導入分のみ対象。補助率4/5で、消費税抜き、1事業者20万円上限）

新

規
観光需要回復

支援事業
4,078

①落ち込んだ観光需要の回復に向け、新しい観光パンフレットを作成し誘客を

行います。②加茂市のPR動画を制作します。

継

続
雇用調整助成金活用

支援事業
1,000

雇用の維持を図るため、国の雇用調整助成金制度を利用した事業者に対し、雇用調整助
成金の申請に要する社会保険労務士への手数料を補助します。

継

続
商店街活性化支援

補助金
4,000

地域の消費を喚起するため、市内商店街で使えるクーポンを景品として発行す

る事業の4/５を補助します。（上限400万円）

継

続
緊急対応型雇用創出

事業・里山遊歩道
5,500

新型コロナウイルス感染症の影響で失業した人を雇用し、里山の整備を行いま

す。

新

規
インターネット

販売支援事業
6,100

市内の事業者が単独でインターネットショッピングモールに出店した場合、出店費用の
4/5を補助します。（上限20万円）（期間は4月から9月までに完了のもの）

継

続
PCR検査費用助成事業 3,084

条件に適合する無症状者の早期発見と早期療養につなげ、感染拡大の防止を図

るため検査費用を助成します。

継

続
飲食店支援事業 2,800

市内飲食店等を支援するため、スタンプラリーを実施し抽選で賞品をプレゼン

トします。

令和２年度　加茂市表彰式
　
令
和
２
年
度
の
加
茂
市
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
方
々
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
29
日
、
加
茂
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

　
業
務
精
励

三
本
和
好
　
四
十
六
年
以
上
に
わ
た
り

箪
笥
職
人
と
し
て
精
励
し
、
技
術
の
継

承
に
尽
力
。
千
刈

　
教
育
文
化
功
労

三
澤
秋
子
　
立
方
と
し
て
加
茂
松
坂
の

保
存
、
普
及
に
尽
力
。
上
黒
水

　
体
育
功
労

水
信
　
健
　
三
十
五
年
以
上
に
わ
た
り

前
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
な
ど
を

歴
任
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。
赤

谷　
保
健
衛
生
功
労

近
藤
久
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
松
坂

町中
林
知
宏
　
献
血
五
十
回
以
上
。
横
江

中
尾
重
博
　
献
血
五
十
回
以
上
。
若
宮

町
二

市
川
出
穂
　
献
血
五
十
回
以
上
。
幸
町

一有
本
　
修
　
献
血
五
十
回
以
上
。
皆
川

　
社
会
福
祉
功
労

渡
部
忠
男
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
三
条
市

吉
田
英
春
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
横
江

小
池
雅
彦
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
仲
町

鷲
塚
　
隆
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
穀
町

横
尾
二
二
秋
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年

以
上
。
青
海
町
一

　
産
業
振
興
功
労

金
子
功
一
　
令
和
二
年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
築
大
工
部
門
）

受
賞
な
ど
。
第
二
十
五
区

加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

二
十
七
年
以
上
に
わ
た
り
加
茂
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
活
動
を
通
し
て
観

光
振
興
に
貢
献
。
青
海
町
一

　
消
防
功
労

小
栁
康
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
新
町
一

田
浦
　
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉
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主
要
建
設
事
業
・
移
住
・
定
住
、
地
方
創
生

防
災
・
減
災
、
防
犯
・
そ
の
他

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

新

規
移住・定住促進事業 965

移住を検討している方に、実際加茂市を訪問してもらい見学や地域住民と触れ

合う機会を設けて移住を促進します。

継

続
地域おこし協力隊 15,200

都市地域から「地域おこし協力隊」を招いて、加茂市の地域ブランドや地場産

品の開発・販売・PRなどを行ってもらいます。

新

規
地域おこし企業人 7,600

都市圏にある企業から人材を受け入れ、地域おこし協力隊と連携しながら地域の課題解
決に取り組みます。

繰

越
消雪パイプ 18,753 陣ケ峰坂田線さく井　1680万円

事業名 概　　要

新

規
移住促進住宅取得

補助金
5,000

子育て世代の加茂市への移住・定住を支援します。市外から加茂市へ転入し、住宅（新
築・中古）を取得する方に補助金を交付します。(1件あたり上限50万円)

新

規
道路修繕 18,000 市道川西線の通行止め区間を修繕工事し、円滑な道路交通を確保します。

繰

越
橋梁長寿命化 52,500 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に市道橋の修繕を行います。

新

規
公園施設長寿命化 95,865

公園長寿命化計画に基づいて、加茂山公園のローラースライダーの更新を行い

ます。

事業名 概　　要

新

規
道路照明灯LED化 165,400

市道に設置してある道路照明灯をLED化し、電気料及び修繕料の縮減を図りま

す。電気料等は年間約700万円の縮減を見込んでいます

継

続
新町商店街アーケード

建設
148,050

加茂駅前から続く商店街のアーケードを新町まで延伸します。メリア３階等を

整備します。

継

続
青年就農支援事業 1,500

「農地中間管理機構から農地を借り受けている」等の認定新規就農者が、要件

を満たした場合、最長5年間給付金を給付します。

継

続
多面的機能支払交付金 9,478

良好な農村環境の形成や環境を重視した質的向上を図るため、地域の共同活動

を支援します。

継

続
環境保全型農業直接支

払交付金
2,037

化学肥料・化学合成農薬を5割以上低減した上で、地球温暖化防止や生物多様

性保全に効果の高い営農活動に取組む農業者を支援します。

継

続
農機具購入助成 13,966

農林業経営者の省コスト化と所得向上を目的として補助します。

[補助率]10％以内

新

規
加茂市鳥獣被害防止

対策協議会補助金
1,000

国の鳥獣被害防止対策を活用し、電気柵設置補助を行う事業主体の加茂市鳥獣

被害防止対策協議会へ運営費を補助します。

継

続
「人・農地プラン」作

成支援
80
関係機関と連携し、地域の未来図である「人・農地プラン」の作成を支援し、

このプランを核に農地集積・集約化を加速させ、競争力を強化します。

継

続
企業設置奨励金 64,761

市内に工場・事業所を新設・増設・移設する者に対して、固定資産税及び都市

計画税納税額を奨励金として３年間交付します。

継

続
消費生活相談窓口 4,857

消費生活に関する様々な相談や苦情を受け付け、トラブル解決のためのお手伝

いをします。消費者被害の未然防止のための啓発活動を行います。

事業名 概　　要

主要建設事業

移住・定住、地方創生

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）

事業費

（単位：千円）
1   令和2年度の予算を繰り越して新型コロナウイルスワクチンの接種を行います。（予算額：178,388千円）
2　令和3年度第1号補正（予算額：201,500千円）　

加茂市独自の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策

事業費

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

事業名 概　　要

新

規
商店街Wi-Fi整備事業 24,057 駅前～新町の各商店街のアーケードにフリーWi-Fiを整備します。

継

続
ホームページ構築及び

運用業務委託
2,320

市民が情報を取得しやすくしたり、市外に魅力を発信できるようなホームペー

ジを4月からリニューアルします。

継

続
東京オリンピック

事前キャンプ受入
29,968

東京オリンピックの１年延期に伴い延期となったロシア男女体操チームの大会

直前キャンプを、感染症対策を講じたうえで受け入れます。

新

規
加茂市売上減少

事業者給付金事業
100,300

新型コロナウイルス感染症の影響により前々年同月の売り上げ比較で30％以上50％未満減少してい

る中小事業者に上限30万円、50％以上減少している事業者に上限50万円を支給します。

継

続
ふるさと加茂応援

寄附金
199,692

加茂市の魅力発信及び地域経済の活性化を目的として、より一層返礼品を充実

していきます。[目標寄附金額　4億円]

新

規
自治体クラウド

ファンディング事業
4,000

ふるさと納税の使い道をより具体的にプロジェクト化し、問題解決のために寄

附を募り、その実現を目指します。

継

続
『総合計画』策定 2,660

加茂市の将来像と政策の方向性を示す総合計画を策定します。

（令和3年9月策定完了予定）

新

規
消防指令車の更新 5,775

現指令車の老朽化に伴い、高い走破性と安全性を備え、消防の現場活動に迅速

に対応するSUV車両に更新します。

新

規
ペットボトルの

分別回収
1,063

ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、市内4箇所に回収箱を設置し、

ペットボトルを回収します。

新

規
縁結びサポート事業 110

結婚を希望する方を支援するため、新潟県が運営するマッチングサイトへの登

録料の1/2を助成します。(1件あたり5,500円)

新

規
自主防災組織活動

事業補助金
500

自主防災組織の結成と活動の促進を図るため、自主防災組織に資機材の整備や防災訓練
等の事業に係る費用の1/2を補助します。（１団体あたり上限5万円）

新

規
防犯カメラ設置事業 1,859

傷害や強盗、誘拐等の犯罪の防止や事件発生後の捜査に役立てるため、学校や

警察と協議の上防犯上重要な箇所に防犯カメラを設置します。

継

続
災害対策用資機材購入 1,648 消防団に配備する災害対策用資機材を充実させます。

新

規
空き家バンク登録

手数料補助事業
100

管理物件、紹介物件を増やし、空き家の解消、移住促進を進めるため、空き家バンクへ
の登録に係る費用の1/2を補助します。（１件あたり上限5,000円）

継

続
移住・就業支援事業 2,244

東京23区から加茂市へ移住し、対象法人に就業した方に、単身者の場合は最大60万
円、世帯移住者の場合は最大100万円を支給します。

継

続
地方創生推進事業 4,331

ふるさと納税の寄附者等に、SNSでの情報発信や地場産品の魅力体験などを実施して、
関係・交流人口の拡大と、ICTを活用した地場産品の販路開拓に取組みます。

防災・減災、防犯

その他

新型コロナウイルス感染症対策
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度
加
茂
市
表
彰
式

泉
田
芳
則
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉

　
市
行
政
功
労

笠
原
良
藏
　
上
町
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
上
町

坂
井
信
夫
　
前
若
宮
町
副
区
長
と
し
て

二
十
年
以
上
。
若
宮
町
一

　
私
財
寄
附

株
式
会
社
イ
チ
バ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
学

生
を
支
援
す
る
た
め
金
員
二
百
万
円
を

寄
附
。
上
三
区

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
支
援
と
し
て

金
員
二
百
万
円
を
寄
附
。
栃
木
県

　
特
別
表
彰

　
自
治
興
隆

西
村
修
市
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

十
五
年
以
上
。
前
須
田

　
保
健
衛
生
功
労

髙
橋
秀
文
　
献
血
百
回
以
上
。
西
山

外
山
浩
三
郎
　
献
血
百
回
以
上
。
神
明

町
一

髙
野
　
豊
　
献
血
百
五
十
回
以
上
。
五

番
町

近
藤
敏
之
　
献
血
二
百
五
十
回
以
上
。

神
明
町
一

関
根
拓
也
　
献
血
四
百
回
以
上
。
八
幡

三

令
和
２
年
度
　
教
育
委
員
会
表
彰

謝辞を述べる水信健さん

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し
た
。
　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
長
、
教
育
長

か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

教
育
文
化
功
労

中
野
貞
雄
　
加
茂
市
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
と
し
て
十
年
以
上
。
長
福
寺

櫻
井
美
奈
子
　
加
茂
市
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
と
し
て
十
年
以
上
。
八
幡
二謝辞を述べる中野貞夫さん 【有料広告】

N E W S  T O P I C S

　石川小学校の飼育栽培委員会の皆さんが、10月頃から学
校で水耕栽培で育てているヒヤシンス20株を平成園へ贈り
ました。これは、人権啓発活動ネットワーク協議会三条協
議会様から「人権の花」運動でいただいたものです。
　この日は６人いる飼育栽培委員のうち、草野可奈さん、
桑原晴禾さん、河井麻耶さん、飯岡瞳さんの４人が放課後
に先生と一緒に平成園へ行き、職員へヒヤシンスの入った
鉢を手渡しました。

石川小学校飼育栽培委員会がヒヤシンス寄贈（３/３）

　加茂市と加茂暁星高等学校（看護科・看護専攻
科）共催で、健康チェックや体験教室を行うイベ
ント「まちの保健室」を文化会館（小ホール、ホ
ワイエ）で開催しました。
　血管年齢測定や食事アドバイスなどの各ブース
は、暁星高校看護科・看護専攻科の生徒が主体的
に運営し、お年寄りや親子連れの参加者に説明な
どをしました。このほか、エプロンシアターや学
生などによる吹奏楽などの発表もありました。

まちの保健室（3/10・11）

昨年度、株式会社堀内組様の110周年の記念事業で市
にご寄附頂いた110万円を活用して、子ども向けの書籍
595冊を「ほりうちこどもぶんこ」として加茂市立図書館
に設置しました。コーナーは図書館を入って左手側奥に
あります。
　また、595冊のうち大型絵本22冊は、
読み聞かせの出来る「お話し室」に
設置しました。ぜひご利用ください。

「ほりうちこどもぶんこ」設置（3/23）

はる か
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事業費事業名 概　　要

新

規

学校教育活動継続

支援事業
4,502

①タブレット端末、校内LANと共に活用するプリンター等を整備します。

②学校に係る消毒液等を整備します。③コロナ対応等に人手が不足する学校を支援します。

継

続
道路環境改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に道路

舗装等の修繕を実施します。

新

規
公園緑地環境

改善事業
6,000

外出自粛等の影響を受けた市民が３密を避けるため公園等で過ごす契機となる

よう、加茂山公園駐車場の舗装等の修繕を実施します。

継

続
融雪施設改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に消雪

パイプ等融雪施設の修繕を実施します。

新

規
リモートワーク等

支援事業
12,000

テレワーク用通信機器・設備等の実費を支給します。（レンタル・リースも6月分以内可。期間は

R.3.4～9までの新規導入分のみ対象。補助率4/5で、消費税抜き、1事業者20万円上限）

新

規
観光需要回復

支援事業
4,078

①落ち込んだ観光需要の回復に向け、新しい観光パンフレットを作成し誘客を

行います。②加茂市のPR動画を制作します。

継

続
雇用調整助成金活用

支援事業
1,000

雇用の維持を図るため、国の雇用調整助成金制度を利用した事業者に対し、雇用調整助
成金の申請に要する社会保険労務士への手数料を補助します。

継

続
商店街活性化支援

補助金
4,000

地域の消費を喚起するため、市内商店街で使えるクーポンを景品として発行す

る事業の4/５を補助します。（上限400万円）

継

続
緊急対応型雇用創出

事業・里山遊歩道
5,500

新型コロナウイルス感染症の影響で失業した人を雇用し、里山の整備を行いま

す。

新

規
インターネット

販売支援事業
6,100

市内の事業者が単独でインターネットショッピングモールに出店した場合、出店費用の
4/5を補助します。（上限20万円）（期間は4月から9月までに完了のもの）

継

続
PCR検査費用助成事業 3,084

条件に適合する無症状者の早期発見と早期療養につなげ、感染拡大の防止を図

るため検査費用を助成します。

継

続
飲食店支援事業 2,800

市内飲食店等を支援するため、スタンプラリーを実施し抽選で賞品をプレゼン

トします。

令和２年度　加茂市表彰式
　
令
和
２
年
度
の
加
茂
市
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
方
々
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
29
日
、
加
茂
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

　
業
務
精
励

三
本
和
好
　
四
十
六
年
以
上
に
わ
た
り

箪
笥
職
人
と
し
て
精
励
し
、
技
術
の
継

承
に
尽
力
。
千
刈

　
教
育
文
化
功
労

三
澤
秋
子
　
立
方
と
し
て
加
茂
松
坂
の

保
存
、
普
及
に
尽
力
。
上
黒
水

　
体
育
功
労

水
信
　
健
　
三
十
五
年
以
上
に
わ
た
り

前
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
な
ど
を

歴
任
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。
赤

谷　
保
健
衛
生
功
労

近
藤
久
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
松
坂

町中
林
知
宏
　
献
血
五
十
回
以
上
。
横
江

中
尾
重
博
　
献
血
五
十
回
以
上
。
若
宮

町
二

市
川
出
穂
　
献
血
五
十
回
以
上
。
幸
町

一有
本
　
修
　
献
血
五
十
回
以
上
。
皆
川

　
社
会
福
祉
功
労

渡
部
忠
男
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
三
条
市

吉
田
英
春
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
横
江

小
池
雅
彦
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
仲
町

鷲
塚
　
隆
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
穀
町

横
尾
二
二
秋
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年

以
上
。
青
海
町
一

　
産
業
振
興
功
労

金
子
功
一
　
令
和
二
年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
築
大
工
部
門
）

受
賞
な
ど
。
第
二
十
五
区

加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

二
十
七
年
以
上
に
わ
た
り
加
茂
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
活
動
を
通
し
て
観

光
振
興
に
貢
献
。
青
海
町
一

　
消
防
功
労

小
栁
康
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
新
町
一

田
浦
　
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
２
年
度
加
茂
市
表
彰
式

泉
田
芳
則
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉

　
市
行
政
功
労

笠
原
良
藏
　
上
町
区
長
と
し
て
十
年
以

上
。
上
町

坂
井
信
夫
　
前
若
宮
町
副
区
長
と
し
て

二
十
年
以
上
。
若
宮
町
一

　
私
財
寄
附

株
式
会
社
イ
チ
バ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
学

生
を
支
援
す
る
た
め
金
員
二
百
万
円
を

寄
附
。
上
三
区

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
支
援
と
し
て

金
員
二
百
万
円
を
寄
附
。
栃
木
県

　
特
別
表
彰

　
自
治
興
隆

西
村
修
市
　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

十
五
年
以
上
。
前
須
田

　
保
健
衛
生
功
労

髙
橋
秀
文
　
献
血
百
回
以
上
。
西
山

外
山
浩
三
郎
　
献
血
百
回
以
上
。
神
明

町
一

髙
野
　
豊
　
献
血
百
五
十
回
以
上
。
五

番
町

近
藤
敏
之
　
献
血
二
百
五
十
回
以
上
。

神
明
町
一

関
根
拓
也
　
献
血
四
百
回
以
上
。
八
幡

三

令
和
２
年
度
　
教
育
委
員
会
表
彰

謝辞を述べる水信健さん

　
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
を
教
育
委
員
会
が
表
彰
し
ま
し
た
。
　
表
彰
式
で
は
、
加
茂
市
長
、
教
育
長

か
ら
功
労
・
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

教
育
文
化
功
労

中
野
貞
雄
　
加
茂
市
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
と
し
て
十
年
以
上
。
長
福
寺

櫻
井
美
奈
子
　
加
茂
市
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
と
し
て
十
年
以
上
。
八
幡
二謝辞を述べる中野貞夫さん 【有料広告】

N E W S  T O P I C S

　石川小学校の飼育栽培委員会の皆さんが、10月頃から学
校で水耕栽培で育てているヒヤシンス20株を平成園へ贈り
ました。これは、人権啓発活動ネットワーク協議会三条協
議会様から「人権の花」運動でいただいたものです。
　この日は６人いる飼育栽培委員のうち、草野可奈さん、
桑原晴禾さん、河井麻耶さん、飯岡瞳さんの４人が放課後
に先生と一緒に平成園へ行き、職員へヒヤシンスの入った
鉢を手渡しました。

石川小学校飼育栽培委員会がヒヤシンス寄贈（３/３）

　加茂市と加茂暁星高等学校（看護科・看護専攻
科）共催で、健康チェックや体験教室を行うイベ
ント「まちの保健室」を文化会館（小ホール、ホ
ワイエ）で開催しました。
　血管年齢測定や食事アドバイスなどの各ブース
は、暁星高校看護科・看護専攻科の生徒が主体的
に運営し、お年寄りや親子連れの参加者に説明な
どをしました。このほか、エプロンシアターや学
生などによる吹奏楽などの発表もありました。

まちの保健室（3/10・11）

昨年度、株式会社堀内組様の110周年の記念事業で市
にご寄附頂いた110万円を活用して、子ども向けの書籍
595冊を「ほりうちこどもぶんこ」として加茂市立図書館
に設置しました。コーナーは図書館を入って左手側奥に
あります。
　また、595冊のうち大型絵本22冊は、
読み聞かせの出来る「お話し室」に
設置しました。ぜひご利用ください。

「ほりうちこどもぶんこ」設置（3/23）

はる か
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事業費事業名 概　　要

新

規

学校教育活動継続

支援事業
4,502

①タブレット端末、校内LANと共に活用するプリンター等を整備します。

②学校に係る消毒液等を整備します。③コロナ対応等に人手が不足する学校を支援します。

継

続
道路環境改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に道路

舗装等の修繕を実施します。

新

規
公園緑地環境

改善事業
6,000

外出自粛等の影響を受けた市民が３密を避けるため公園等で過ごす契機となる

よう、加茂山公園駐車場の舗装等の修繕を実施します。

継

続
融雪施設改善事業 12,000

市内の経済対策と中小建設業者の雇用維持を目的として市内業者を対象に消雪

パイプ等融雪施設の修繕を実施します。

新

規
リモートワーク等

支援事業
12,000

テレワーク用通信機器・設備等の実費を支給します。（レンタル・リースも6月分以内可。期間は

R.3.4～9までの新規導入分のみ対象。補助率4/5で、消費税抜き、1事業者20万円上限）

新

規
観光需要回復

支援事業
4,078

①落ち込んだ観光需要の回復に向け、新しい観光パンフレットを作成し誘客を

行います。②加茂市のPR動画を制作します。

継

続
雇用調整助成金活用

支援事業
1,000

雇用の維持を図るため、国の雇用調整助成金制度を利用した事業者に対し、雇用調整助
成金の申請に要する社会保険労務士への手数料を補助します。

継

続
商店街活性化支援

補助金
4,000

地域の消費を喚起するため、市内商店街で使えるクーポンを景品として発行す

る事業の4/５を補助します。（上限400万円）

継

続
緊急対応型雇用創出

事業・里山遊歩道
5,500

新型コロナウイルス感染症の影響で失業した人を雇用し、里山の整備を行いま

す。

新

規
インターネット

販売支援事業
6,100

市内の事業者が単独でインターネットショッピングモールに出店した場合、出店費用の
4/5を補助します。（上限20万円）（期間は4月から9月までに完了のもの）

継

続
PCR検査費用助成事業 3,084

条件に適合する無症状者の早期発見と早期療養につなげ、感染拡大の防止を図

るため検査費用を助成します。

継

続
飲食店支援事業 2,800

市内飲食店等を支援するため、スタンプラリーを実施し抽選で賞品をプレゼン

トします。

令和２年度　加茂市表彰式
　
令
和
２
年
度
の
加
茂
市
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
方
々
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
３
月
29
日
、
加
茂
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
各
分
野
で
の
功
労
・
功
績

を
た
た
え
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。
（
敬

称
略
）

　
業
務
精
励

三
本
和
好
　
四
十
六
年
以
上
に
わ
た
り

箪
笥
職
人
と
し
て
精
励
し
、
技
術
の
継

承
に
尽
力
。
千
刈

　
教
育
文
化
功
労

三
澤
秋
子
　
立
方
と
し
て
加
茂
松
坂
の

保
存
、
普
及
に
尽
力
。
上
黒
水

　
体
育
功
労

水
信
　
健
　
三
十
五
年
以
上
に
わ
た
り

前
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
な
ど
を

歴
任
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。
赤

谷　
保
健
衛
生
功
労

近
藤
久
美
　
献
血
五
十
回
以
上
。
松
坂

町中
林
知
宏
　
献
血
五
十
回
以
上
。
横
江

中
尾
重
博
　
献
血
五
十
回
以
上
。
若
宮

町
二

市
川
出
穂
　
献
血
五
十
回
以
上
。
幸
町

一有
本
　
修
　
献
血
五
十
回
以
上
。
皆
川

　
社
会
福
祉
功
労

渡
部
忠
男
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
三
条
市

吉
田
英
春
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
横
江

小
池
雅
彦
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
仲
町

鷲
塚
　
隆
　
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と

し
て
十
五
年
以
上
。
穀
町

横
尾
二
二
秋
　
保
護
司
と
し
て
十
二
年

以
上
。
青
海
町
一

　
産
業
振
興
功
労

金
子
功
一
　
令
和
二
年
度
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
（
建
築
大
工
部
門
）

受
賞
な
ど
。
第
二
十
五
区

加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

二
十
七
年
以
上
に
わ
た
り
加
茂
川
に
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
活
動
を
通
し
て
観

光
振
興
に
貢
献
。
青
海
町
一

　
消
防
功
労

小
栁
康
夫
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
新
町
一

田
浦
　
修
　
消
防
団
員
と
し
て
三
十
年

以
上
。
上
土
倉
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N E W S  T O P I C S
ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

加茂七谷温泉美人の湯　初めての日曜日（４/４）

市内小学校卒業式（3/25）

【有料広告】

　３月２５日（木）は市内小学校の卒業式でした。
　石川小学校では６年生 48 人とその保護者、在
校生（５年生のみ）、教職員、PTA 会長が出席し
ました。６年生が真新しい制服に身を包み、厳か
な雰囲気の中、卒業証書の授与が行われました。
また、式の最後には６年生から在校生へ、思いの
こもった歌のメッセージが贈られました。

市内小中学校で入学式（4/6）
　４月６日（火）に市内小学校と中学校の入学式が行われま
した。加茂南小学校では新１年生２２人とその保護者、６年
生児童、教職員、PTA会長が参加して行われました。
　担任の先生が新１年生の名前を１人ずつ呼ぶと、新１年生
たちは元気よく返事をしていました。７日からは在校生のお
兄さん、お姉さんとの楽しい学校生活の始まりです。

　加茂七谷温泉美人の湯 ( 旧加茂美人の湯 ) がオープンしま
した。通路には落ち着いた色のカーペットが敷かれ、和紙
を使ったランプや色鮮やかな和傘で雰囲気が変わりました。
　二階の大広間には「ななたに食堂」「仮眠室」が設置され
ました。食堂はメニューが一新され、椅子のある席もあり
ます。仮眠室には大きなビーズクッションが置
かれ、心地よく横になることが出来ます。
　リニューアル後初めての日曜日の来館者数は、従来の日
曜日 (平均約 300人 ) よりも若干多い、328人でした。

ななたに食堂　営業時間
平日　11:00～14:00
　　　　17:00～20:00
土日祝日11:00～20:00
( いずれもラストオーダー
は閉店30分前 )

コンパクトながら充実した
１階物販スペース

新
指
定
文
化
財
の
紹
介
・
総
体
結
果

　「広報かも」は加
茂市ホームページま
たは行政情報アプリ
「マチイロ」からも
ご覧になれます。

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

板
碑
（
黒
水
東
）

板
碑
（
黒
水
東
）

　
令
和
３
年
３
月
３
日
の
定
例
教
育
委
員
会

で
、
板
碑
（
黒
水
東
）
２
基
が
加
茂
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
板
碑
は
、
石
塔
の
一
種
で
、
卒
塔
婆
か

ら
発
達
し
た
供
養
塔
で
す
。
中
世
（
鎌

倉
〜
戦
国
時
代
）
を
中
心
に
全
国
各
地
で

造
立
さ
れ
、
一
般
に
死
者
の
霊
を
弔
い
、

ま
た
は
自
己
の
死
後
の
極
楽
往
生
を
祈
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
新
潟
県
内
の

板
碑
の
総
数
は
８
０
０
基
以
上
あ
り
、
紀

年
銘
を
持
つ
板
碑
か
ら
造
立
は
13
世
紀
末

に
始
ま
り
、
14
世
紀
代
の
も
の
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
碑
は
、
黒
水
東
の
梅
田
家
の
旧
宅
前

庭
に
あ
り
ま
す
。
写
真
右
の
大
き
い
方
は
、

下
方
を
欠
損
し
ま
す
が
、
高
さ
93
㎝
あ
り

ま
す
。
左
の
小
さ
い
方
は
高
さ
53
㎝
で
、

下
方
お
よ
び
右
側
（
写
真
の
左
側
）
を
欠

損
し
、
中
央
部
で
上
下
に
割
れ
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
頂
部
は
三
角
の
山
形
に
整
形
さ

れ
、
そ
の
下
に
二
条
線
が
刻
ま
れ
、
額
部

を
設
け
て
い
ま
す
。
碑
の
中
央
部
に
は
大

き
く
種
字
（
梵
字
）
が
刻
ま
れ
、
種
字
は

キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
で
、
蓮
台
に

乗
っ
て
い
ま
す
。
種
字
の
周
囲
に
は
枠
線

　
　
　
　
　
　
　

げ
じ
ゅ

を
刻
み
、
そ
の
中
に
偈
頌
（
仏
徳
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
く
し
ょ
く

え
る
詩
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
材
は
緑
色

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

凝
灰
岩
で
す
。

　
頂
部
を
山
形
に
加
工
し
、
そ
の
下
に
二

条
線
を
刻
み
板
状
に
し
た
板
碑
は
主
に
関

東
地
方
に
分
布
す
る
武
蔵
型
板
碑
の
影
響

を
受
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
県
内

で
は
魚
沼
地
域
で
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
板
碑
の
年
代
は
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
正
確
に
は
解
り
ま
せ
ん
が
、

蓮
台
の
形
か
ら
、
14
世
紀
前
半
で
も
早
い

頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
加
茂
川
上
・
中
流
域
で
17
基

の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内

の
板
碑
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。

　
文
献
資
料
が
乏
し
く
、
中
世
の
暮
ら
し

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
中
で
、
こ
の
板
碑
は

鎌
倉
時
代
の
人
々
の
信
仰
の
在
り
方
を
伝

え
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト

　
　
　
　
サ
ル
・
一
般
）

期　
日

３
月
21
日

会　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
一
般
Ａ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｋ

【
一
般
Ｂ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
③

南
葛
Ｆ
Ｃ

第
63
回

　
総
体
結
果

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期　
日

２
月
22
日

会　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数

　
　
　
　
４
チ
ー
ム

第
１
位
　
宝
柳
会

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
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。
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八
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二謝辞を述べる中野貞夫さん 【有料広告】

N E W S  T O P I C S

　石川小学校の飼育栽培委員会の皆さんが、10月頃から学
校で水耕栽培で育てているヒヤシンス20株を平成園へ贈り
ました。これは、人権啓発活動ネットワーク協議会三条協
議会様から「人権の花」運動でいただいたものです。
　この日は６人いる飼育栽培委員のうち、草野可奈さん、
桑原晴禾さん、河井麻耶さん、飯岡瞳さんの４人が放課後
に先生と一緒に平成園へ行き、職員へヒヤシンスの入った
鉢を手渡しました。

石川小学校飼育栽培委員会がヒヤシンス寄贈（３/３）

　加茂市と加茂暁星高等学校（看護科・看護専攻
科）共催で、健康チェックや体験教室を行うイベ
ント「まちの保健室」を文化会館（小ホール、ホ
ワイエ）で開催しました。
　血管年齢測定や食事アドバイスなどの各ブース
は、暁星高校看護科・看護専攻科の生徒が主体的
に運営し、お年寄りや親子連れの参加者に説明な
どをしました。このほか、エプロンシアターや学
生などによる吹奏楽などの発表もありました。

まちの保健室（3/10・11）

昨年度、株式会社堀内組様の110周年の記念事業で市
にご寄附頂いた110万円を活用して、子ども向けの書籍
595冊を「ほりうちこどもぶんこ」として加茂市立図書館
に設置しました。コーナーは図書館を入って左手側奥に
あります。
　また、595冊のうち大型絵本22冊は、
読み聞かせの出来る「お話し室」に
設置しました。ぜひご利用ください。

「ほりうちこどもぶんこ」設置（3/23）

はる か
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加茂七谷温泉美人の湯　初めての日曜日（４/４）

市内小学校卒業式（3/25）

【有料広告】

　３月２５日（木）は市内小学校の卒業式でした。
　石川小学校では６年生 48 人とその保護者、在
校生（５年生のみ）、教職員、PTA 会長が出席し
ました。６年生が真新しい制服に身を包み、厳か
な雰囲気の中、卒業証書の授与が行われました。
また、式の最後には６年生から在校生へ、思いの
こもった歌のメッセージが贈られました。

市内小中学校で入学式（4/6）
　４月６日（火）に市内小学校と中学校の入学式が行われま
した。加茂南小学校では新１年生２２人とその保護者、６年
生児童、教職員、PTA会長が参加して行われました。
　担任の先生が新１年生の名前を１人ずつ呼ぶと、新１年生
たちは元気よく返事をしていました。７日からは在校生のお
兄さん、お姉さんとの楽しい学校生活の始まりです。

　加茂七谷温泉美人の湯 ( 旧加茂美人の湯 ) がオープンしま
した。通路には落ち着いた色のカーペットが敷かれ、和紙
を使ったランプや色鮮やかな和傘で雰囲気が変わりました。
　二階の大広間には「ななたに食堂」「仮眠室」が設置され
ました。食堂はメニューが一新され、椅子のある席もあり
ます。仮眠室には大きなビーズクッションが置
かれ、心地よく横になることが出来ます。
　リニューアル後初めての日曜日の来館者数は、従来の日
曜日 (平均約 300人 ) よりも若干多い、328人でした。

ななたに食堂　営業時間
平日　11:00～14:00
　　　　17:00～20:00
土日祝日11:00～20:00
( いずれもラストオーダー
は閉店30分前 )

コンパクトながら充実した
１階物販スペース
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介
・
総
体
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果
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科）共催で、健康チェックや体験教室を行うイベ
ント「まちの保健室」を文化会館（小ホール、ホ
ワイエ）で開催しました。
　血管年齢測定や食事アドバイスなどの各ブース
は、暁星高校看護科・看護専攻科の生徒が主体的
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に設置しました。コーナーは図書館を入って左手側奥に
あります。
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設置しました。ぜひご利用ください。
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した。加茂南小学校では新１年生２２人とその保護者、６年
生児童、教職員、PTA会長が参加して行われました。
　担任の先生が新１年生の名前を１人ずつ呼ぶと、新１年生
たちは元気よく返事をしていました。７日からは在校生のお
兄さん、お姉さんとの楽しい学校生活の始まりです。

　加茂七谷温泉美人の湯 ( 旧加茂美人の湯 ) がオープンしま
した。通路には落ち着いた色のカーペットが敷かれ、和紙
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ました。食堂はメニューが一新され、椅子のある席もあり
ます。仮眠室には大きなビーズクッションが置
かれ、心地よく横になることが出来ます。
　リニューアル後初めての日曜日の来館者数は、従来の日
曜日 (平均約 300人 ) よりも若干多い、328人でした。

ななたに食堂　営業時間
平日　11:00～14:00
　　　　17:00～20:00
土日祝日11:00～20:00
( いずれもラストオーダー
は閉店30分前 )

コンパクトながら充実した
１階物販スペース

新
指
定
文
化
財
の
紹
介
・
総
体
結
果

　「広報かも」は加
茂市ホームページま
たは行政情報アプリ
「マチイロ」からも
ご覧になれます。

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

板
碑
（
黒
水
東
）

板
碑
（
黒
水
東
）

　
令
和
３
年
３
月
３
日
の
定
例
教
育
委
員
会

で
、
板
碑
（
黒
水
東
）
２
基
が
加
茂
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
板
碑
は
、
石
塔
の
一
種
で
、
卒
塔
婆
か

ら
発
達
し
た
供
養
塔
で
す
。
中
世
（
鎌

倉
〜
戦
国
時
代
）
を
中
心
に
全
国
各
地
で

造
立
さ
れ
、
一
般
に
死
者
の
霊
を
弔
い
、

ま
た
は
自
己
の
死
後
の
極
楽
往
生
を
祈
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
新
潟
県
内
の

板
碑
の
総
数
は
８
０
０
基
以
上
あ
り
、
紀

年
銘
を
持
つ
板
碑
か
ら
造
立
は
13
世
紀
末

に
始
ま
り
、
14
世
紀
代
の
も
の
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
碑
は
、
黒
水
東
の
梅
田
家
の
旧
宅
前

庭
に
あ
り
ま
す
。
写
真
右
の
大
き
い
方
は
、

下
方
を
欠
損
し
ま
す
が
、
高
さ
93
㎝
あ
り

ま
す
。
左
の
小
さ
い
方
は
高
さ
53
㎝
で
、

下
方
お
よ
び
右
側
（
写
真
の
左
側
）
を
欠

損
し
、
中
央
部
で
上
下
に
割
れ
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
頂
部
は
三
角
の
山
形
に
整
形
さ

れ
、
そ
の
下
に
二
条
線
が
刻
ま
れ
、
額
部

を
設
け
て
い
ま
す
。
碑
の
中
央
部
に
は
大

き
く
種
字
（
梵
字
）
が
刻
ま
れ
、
種
字
は

キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
で
、
蓮
台
に

乗
っ
て
い
ま
す
。
種
字
の
周
囲
に
は
枠
線

　
　
　
　
　
　
　

げ
じ
ゅ

を
刻
み
、
そ
の
中
に
偈
頌
（
仏
徳
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
く
し
ょ
く

え
る
詩
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
材
は
緑
色

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

凝
灰
岩
で
す
。

　
頂
部
を
山
形
に
加
工
し
、
そ
の
下
に
二

条
線
を
刻
み
板
状
に
し
た
板
碑
は
主
に
関

東
地
方
に
分
布
す
る
武
蔵
型
板
碑
の
影
響

を
受
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
県
内

で
は
魚
沼
地
域
で
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
板
碑
の
年
代
は
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
正
確
に
は
解
り
ま
せ
ん
が
、

蓮
台
の
形
か
ら
、
14
世
紀
前
半
で
も
早
い

頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
加
茂
川
上
・
中
流
域
で
17
基

の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内

の
板
碑
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。

　
文
献
資
料
が
乏
し
く
、
中
世
の
暮
ら
し

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
中
で
、
こ
の
板
碑
は

鎌
倉
時
代
の
人
々
の
信
仰
の
在
り
方
を
伝

え
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト

　
　
　
　
サ
ル
・
一
般
）

期　
日

３
月
21
日

会　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
一
般
Ａ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｋ

【
一
般
Ｂ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
③

南
葛
Ｆ
Ｃ

第
63
回

　
総
体
結
果

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期　
日

２
月
22
日

会　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数

　
　
　
　
４
チ
ー
ム

第
１
位
　
宝
柳
会

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
３
位
　
七
谷
Ｂ
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出
張
座
談
会
・
親
子
運
動
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
密
に
な
る
よ
う
な
集
会

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や

か
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た

め
、
市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
話
を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数
・

会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用
す

る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
少
期
に
、
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間

で
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
　
加
茂
市
在
住
・
在
園
の
年
長

児
・
年
中
児
と
そ
の
保
護
者

期
　
日
　
５
月
24
日
、
６
月
７
・
21
日
、

７
月
５
・
26
日
、
８
月
２
・
22
日
、
９

月
13
・
27
日
、
10
月
18
・
25
日
、
11
月

８
日
・
29
日
、
12
月
６
・
20
日
、
１
月

16
・
24
日
、
２
月
７
・
21
日
、
３
月
７

日
　
全
20
回

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー※

８

出
張
座
談
会
　
受
付
中

親
子
運
動
教
室

月
22
日
は
加
茂
山
、
１
月
16
日
は
冬
鳥

越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正

午
に
実
施
。

参
加
費
　
親
子
一
組
２
千
500
円

定
　
員

15
組
（
先
着
順
）※

最
低
遂

行
人
数
10
組

教
室
参
加
前
の
検
温
、
運
動
時
医
大

の
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
ー
２
２
０

６
）
へ
。

２
９
、

　
　
　※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員

が
伺
い
ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料

の
負
担
（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な

ど
は
、
各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容
を

録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

koho@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成

　
　
　
　
　
対
象
者
を
拡
大

助
成
対
象
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

検
査
対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有

す
る
無
症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

す
る
人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
額
　
検
査
１
回
当
た
り
、
上
限

１
万
円
（
申
請
回
数
制
限
な
し
）

申
請
方
法

❶
検
査
機
関
に
電
話
で
検
査
を
依
頼

し
実
施
。

❷
検
査
後
、
以
下
の
必
要
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
健
康
福
祉
課
で
申
請
書

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ビ
優
待
・
山
開
き
登
山
中
止

　
加
茂
市
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
議
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
新
型
感

染
症
対
策
の
た
め
受
付
で
氏
名
や
連
絡

先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
（
受
付
は
２
時
か
ら
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題

市
議
会
の
役
割
と
議
員
定
数

講
　
師
　
田
口
一
博
准
教
授
（
新
潟
県

立
大
学
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
（
☎
内
線

512
）

練
習
日
　
５
月
９
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
、
午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

す
ぱ
ー
く
加
茂

対
　
象

小
学
３
年
生
以
上

定
　
員

20
人
程
度

　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。な
お
、加
茂
山

岳
会
に
よ
る
神
事
は
実
施
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

対象試合　5月 9日（日）14：00キッ
クオフ　松本山雅FC戦
会　場　デンカビッグスワンスタジ
アム
席種・価格　各席種から選択可能
※市民を対象に、通常価格より半額での優待観戦
のご案内です。
※規定数に達した場合には抽選となります。
応募方法　5 月 1 日（土）までに、下記二次元コー
ドまたはURL（https://bit.ly/2PDyNGQ）
から申込サイトへアクセスし、必要事項をご入力く
ださい。
　５月３日（月・祝）にチケットの
申込方法をメール配信します。
問い合わせ ㈱アルビレックス新潟
桑野（☎025－257－0150）

編
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
。

議
会
の
役
割
を
考
え
る

　
　
　
　

講
演
会

27
日

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

粟
ヶ
岳
山
開
き
登
山
中
止

初
心
者
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
受
講
生
募
集

　
地
域
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編

を
開
講
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
13
日
〜
11
月
11
日
（
毎

週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
）

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
18
歳
以
上
で
、
本
講
座
入
門

日
　
時
　
５
月
21
日
〜
７
月
９
日
（
毎

週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円※

初
日
に
持
参

対
　
象
　
高
校
生
以
上

定
　
員

10
人
以
内

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
５

月
14
日
（
金
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

参
加
費
　
７
千
円
（
保
険
、
ボ
ー
ル
代

ほ
か
）

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
体
操
着

申
し
込
み
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ

ニ
ス
協
会
山
田
さ
ん

（
☎
52

－

６
２
３
３
）

アルビの試合の観戦ご優待！
松本山雅FC戦は「加茂市デー」

▼
必
要
書
類

・
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写
し

・
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座
名

義
が
分
か
る
面
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

新町火災義援金
　  募金箱を設置

　
今
年
３
月
に
新
町
で
発
生
し
た
火

災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
市
内
各
施
設
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

・
市
役
所

　
　
市
民
課
、
建
設
課
、
総
務
課
、

　
　
農
林
課
、
議
会
事
務
局

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
・
図
書
館

・
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
　
・
文
化
会
館

・
温
水
プ
ー
ル
　

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
加
茂
地
域
消
防
署

・
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
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N E W S  T O P I C S
ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

加茂七谷温泉美人の湯　初めての日曜日（４/４）

市内小学校卒業式（3/25）

【有料広告】

　３月２５日（木）は市内小学校の卒業式でした。
　石川小学校では６年生 48 人とその保護者、在
校生（５年生のみ）、教職員、PTA 会長が出席し
ました。６年生が真新しい制服に身を包み、厳か
な雰囲気の中、卒業証書の授与が行われました。
また、式の最後には６年生から在校生へ、思いの
こもった歌のメッセージが贈られました。

市内小中学校で入学式（4/6）
　４月６日（火）に市内小学校と中学校の入学式が行われま
した。加茂南小学校では新１年生２２人とその保護者、６年
生児童、教職員、PTA会長が参加して行われました。
　担任の先生が新１年生の名前を１人ずつ呼ぶと、新１年生
たちは元気よく返事をしていました。７日からは在校生のお
兄さん、お姉さんとの楽しい学校生活の始まりです。

　加茂七谷温泉美人の湯 ( 旧加茂美人の湯 ) がオープンしま
した。通路には落ち着いた色のカーペットが敷かれ、和紙
を使ったランプや色鮮やかな和傘で雰囲気が変わりました。
　二階の大広間には「ななたに食堂」「仮眠室」が設置され
ました。食堂はメニューが一新され、椅子のある席もあり
ます。仮眠室には大きなビーズクッションが置
かれ、心地よく横になることが出来ます。
　リニューアル後初めての日曜日の来館者数は、従来の日
曜日 (平均約 300人 ) よりも若干多い、328人でした。

ななたに食堂　営業時間
平日　11:00～14:00
　　　　17:00～20:00
土日祝日11:00～20:00
( いずれもラストオーダー
は閉店30分前 )

コンパクトながら充実した
１階物販スペース

新
指
定
文
化
財
の
紹
介
・
総
体
結
果

　「広報かも」は加
茂市ホームページま
たは行政情報アプリ
「マチイロ」からも
ご覧になれます。

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

板
碑
（
黒
水
東
）

板
碑
（
黒
水
東
）

　
令
和
３
年
３
月
３
日
の
定
例
教
育
委
員
会

で
、
板
碑
（
黒
水
東
）
２
基
が
加
茂
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
板
碑
は
、
石
塔
の
一
種
で
、
卒
塔
婆
か

ら
発
達
し
た
供
養
塔
で
す
。
中
世
（
鎌

倉
〜
戦
国
時
代
）
を
中
心
に
全
国
各
地
で

造
立
さ
れ
、
一
般
に
死
者
の
霊
を
弔
い
、

ま
た
は
自
己
の
死
後
の
極
楽
往
生
を
祈
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
新
潟
県
内
の

板
碑
の
総
数
は
８
０
０
基
以
上
あ
り
、
紀

年
銘
を
持
つ
板
碑
か
ら
造
立
は
13
世
紀
末

に
始
ま
り
、
14
世
紀
代
の
も
の
が
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
碑
は
、
黒
水
東
の
梅
田
家
の
旧
宅
前

庭
に
あ
り
ま
す
。
写
真
右
の
大
き
い
方
は
、

下
方
を
欠
損
し
ま
す
が
、
高
さ
93
㎝
あ
り

ま
す
。
左
の
小
さ
い
方
は
高
さ
53
㎝
で
、

下
方
お
よ
び
右
側
（
写
真
の
左
側
）
を
欠

損
し
、
中
央
部
で
上
下
に
割
れ
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
頂
部
は
三
角
の
山
形
に
整
形
さ

れ
、
そ
の
下
に
二
条
線
が
刻
ま
れ
、
額
部

を
設
け
て
い
ま
す
。
碑
の
中
央
部
に
は
大

き
く
種
字
（
梵
字
）
が
刻
ま
れ
、
種
字
は

キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
で
、
蓮
台
に

乗
っ
て
い
ま
す
。
種
字
の
周
囲
に
は
枠
線

　
　
　
　
　
　
　

げ
じ
ゅ

を
刻
み
、
そ
の
中
に
偈
頌
（
仏
徳
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
く
し
ょ
く

え
る
詩
）
が
み
ら
れ
ま
す
。
石
材
は
緑
色

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

凝
灰
岩
で
す
。

　
頂
部
を
山
形
に
加
工
し
、
そ
の
下
に
二

条
線
を
刻
み
板
状
に
し
た
板
碑
は
主
に
関

東
地
方
に
分
布
す
る
武
蔵
型
板
碑
の
影
響

を
受
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
県
内

で
は
魚
沼
地
域
で
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
板
碑
の
年
代
は
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
正
確
に
は
解
り
ま
せ
ん
が
、

蓮
台
の
形
か
ら
、
14
世
紀
前
半
で
も
早
い

頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
加
茂
川
上
・
中
流
域
で
17
基

の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内

の
板
碑
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。

　
文
献
資
料
が
乏
し
く
、
中
世
の
暮
ら
し

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
中
で
、
こ
の
板
碑
は

鎌
倉
時
代
の
人
々
の
信
仰
の
在
り
方
を
伝

え
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト

　
　
　
　
サ
ル
・
一
般
）

期　
日

３
月
21
日

会　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
一
般
Ａ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｋ

【
一
般
Ｂ
の
部
】

①
保
内
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
②
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
③

南
葛
Ｆ
Ｃ

第
63
回

　
総
体
結
果

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期　
日

２
月
22
日

会　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数

　
　
　
　
４
チ
ー
ム

第
１
位
　
宝
柳
会

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
３
位
　
七
谷
Ｂ
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出
張
座
談
会
・
親
子
運
動
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
密
に
な
る
よ
う
な
集
会

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や

か
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た

め
、
市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
話
を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数
・

会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用
す

る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
少
期
に
、
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間

で
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
　
加
茂
市
在
住
・
在
園
の
年
長

児
・
年
中
児
と
そ
の
保
護
者

期
　
日
　
５
月
24
日
、
６
月
７
・
21
日
、

７
月
５
・
26
日
、
８
月
２
・
22
日
、
９

月
13
・
27
日
、
10
月
18
・
25
日
、
11
月

８
日
・
29
日
、
12
月
６
・
20
日
、
１
月

16
・
24
日
、
２
月
７
・
21
日
、
３
月
７

日
　
全
20
回

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー※

８

出
張
座
談
会
　
受
付
中

親
子
運
動
教
室

月
22
日
は
加
茂
山
、
１
月
16
日
は
冬
鳥

越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正

午
に
実
施
。

参
加
費
　
親
子
一
組
２
千
500
円

定
　
員

15
組
（
先
着
順
）※

最
低
遂

行
人
数
10
組

教
室
参
加
前
の
検
温
、
運
動
時
医
大

の
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
ー
２
２
０

６
）
へ
。

２
９
、

　
　
　※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員

が
伺
い
ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料

の
負
担
（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な

ど
は
、
各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容
を

録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

koho@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成

　
　
　
　
　
対
象
者
を
拡
大

助
成
対
象
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

検
査
対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有

す
る
無
症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

す
る
人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
額
　
検
査
１
回
当
た
り
、
上
限

１
万
円
（
申
請
回
数
制
限
な
し
）

申
請
方
法

❶
検
査
機
関
に
電
話
で
検
査
を
依
頼

し
実
施
。

❷
検
査
後
、
以
下
の
必
要
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
健
康
福
祉
課
で
申
請
書

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ビ
優
待
・
山
開
き
登
山
中
止

　
加
茂
市
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
議
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
新
型
感

染
症
対
策
の
た
め
受
付
で
氏
名
や
連
絡

先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
（
受
付
は
２
時
か
ら
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題

市
議
会
の
役
割
と
議
員
定
数

講
　
師
　
田
口
一
博
准
教
授
（
新
潟
県

立
大
学
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
（
☎
内
線

512
）

練
習
日
　
５
月
９
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
、
午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

す
ぱ
ー
く
加
茂

対
　
象

小
学
３
年
生
以
上

定
　
員

20
人
程
度

　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。な
お
、加
茂
山

岳
会
に
よ
る
神
事
は
実
施
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

対象試合　5月 9日（日）14：00キッ
クオフ　松本山雅FC戦
会　場　デンカビッグスワンスタジ
アム
席種・価格　各席種から選択可能
※市民を対象に、通常価格より半額での優待観戦
のご案内です。
※規定数に達した場合には抽選となります。
応募方法　5 月 1 日（土）までに、下記二次元コー
ドまたはURL（https://bit.ly/2PDyNGQ）
から申込サイトへアクセスし、必要事項をご入力く
ださい。
　５月３日（月・祝）にチケットの
申込方法をメール配信します。
問い合わせ ㈱アルビレックス新潟
桑野（☎025－257－0150）

編
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
。

議
会
の
役
割
を
考
え
る

　
　
　
　

講
演
会

27
日

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

粟
ヶ
岳
山
開
き
登
山
中
止

初
心
者
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
受
講
生
募
集

　
地
域
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編

を
開
講
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
13
日
〜
11
月
11
日
（
毎

週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
）

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
18
歳
以
上
で
、
本
講
座
入
門

日
　
時
　
５
月
21
日
〜
７
月
９
日
（
毎

週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円※

初
日
に
持
参

対
　
象
　
高
校
生
以
上

定
　
員

10
人
以
内

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
５

月
14
日
（
金
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

参
加
費
　
７
千
円
（
保
険
、
ボ
ー
ル
代

ほ
か
）

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
体
操
着

申
し
込
み
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ

ニ
ス
協
会
山
田
さ
ん

（
☎
52

－

６
２
３
３
）

アルビの試合の観戦ご優待！
松本山雅FC戦は「加茂市デー」

　デンカビッグスワンスタジ

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者☎

　
加
茂
テ

ニ
ス
協
会
山
田
さ
ん

▼
必
要
書
類

・
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写
し

・
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座
名

義
が
分
か
る
面
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

新町火災義援金
　  募金箱を設置

　
今
年
３
月
に
新
町
で
発
生
し
た
火

災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
市
内
各
施
設
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

・
市
役
所

　
　
市
民
課
、
建
設
課
、
総
務
課
、

　
　
農
林
課
、
議
会
事
務
局

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
・
図
書
館

・
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
　
・
文
化
会
館

・
温
水
プ
ー
ル
　

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
加
茂
地
域
消
防
署

・
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
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紙
漉
き
体
験
・
初
心
者
教
室

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
探
鳥
会

日
　
時
　
５
月
８
日

（
土
）
午
前
８
時
〜
10
時

場
　
所
　
加
茂
山
公
園

講
　
師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　
象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
初
心
者
草

木
盆
栽
教
室
は
５
月
６
日
（
木
）、
そ

の
他
教
室
は
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

▼
太
極
拳
初
心
者
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
）、
５

月
27
日
〜
８
月
５
日
（
毎
週
木
曜
日
、

初
心
者
教
室
　
受
講
者
募
集

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
研
修
室

参
加
費

千
円
／
月
　
定
　
員

各
10
人

講
　
師
　
加
茂
太
極
拳
協
会

▼
初
心
者
日
本
画
教
室
（
春
樹
会
）

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
画
材
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
森
島
明
子
さ
ん

▼
初
心
者
切
り
絵
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
10
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
材
料
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
切
り
絵
サ
ー
ク
ル

▼
初
心
者
手
話
教
室

期
　
間
　
５
月
26
日
〜
８
月
11
日
（
第

２
・
４
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費  

無
料
　
定
　
員
　
５
人

講
　
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

▼
初
心
者
陶
芸
教
室
（
ゆ
き
つ
ば
き
会
）

期
　
間
　
５
月
27
日
〜
８
月
12
日
（
第

２
・
４
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
粘
土
代
含
む
）

定
　
員

10
人

講
　
師
　
坂
上
和
雄
さ
ん

▼
初
心
者
書
道
教
室

期
　
間
　
５
月
28
日
〜
８
月
６
日
（
第

２
・
４
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
２
千
円
／
月
（
材
料
費
は
個

人
負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
中
山
昭
蔵
さ
ん

▼
初
心
者
草
木
盆
栽
教
室

期
　
間
　
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
（
第

２
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
草
木
の
会

紙漉き体験してみませんか

人　数　各回1～5人（親子体験は1～5組）
所要時間　1時間程度
料　金　1 人（1 組）1,500 円（B5サイズは当
日持ち帰り。A3サイズは後日のお渡しとなりま
す。郵送希望の方は＋500円必要です）
※体験は予約が必要です。
申し込み・問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

　B5 サイズと A3 サイズの加茂紙（和紙）2
枚の紙漉き体験です。
場　所　加茂紙漉場（上町1－22）
日時等

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
ま

で
に
公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

加
茂
の
風
土
記

　
加
茂
市
の
西
部
信
濃
川
右
岸
に
山
島

新
田
が
あ
る
。
新
田
の
付
く
村
は
江
戸

時
代
初
期
の
新
田
村
で
あ
る
が
、
か
つ

て
こ
の
村
は
「
山
島
村
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
は
「
三
八
石
三
升
余
山
島
村
」
と
あ

る
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
に
天
神

林
村
の
日
野
田
丈
山
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
「
山
島
新
田

地
誌
編
輯
」
に
、

明
治
始
め
の
村

の
様
子
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
山
島
新
田
か

ら
獲
れ
る
物
産
は
、
梨
・
桃
・
木
綿
・

鮭
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
鮭
は
九
、
十
月
頃
、
村
の
西
側
砂
洲

で
鮭
網
を
出
し
て
漁
が
行
わ
れ
、
美
味

の
こ
と
か
ら
「
山
島
鮭
」
と
し
て
声
価

も
高
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
九
年
の
魚

獲
高
は
、
凡
そ
一
五
〇
尾
で
、
価
額
六

〇
円
で
あ
っ
た
。
鮭
漁
は
対
岸
の
五
反

田
村
の
鮭
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
西
側

明
治
九
年
、
山
島
新
田
の
産
物

で
信
濃
川
と
元
の
信
濃
川
（
福
田
川
）

の
交
わ
る
地
域
で
も
鮭
漁
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
堤
外
の
砂
地
の
畑
は
果
樹
栽

培
に
適
し
、
梨
や
桃
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
明
治
九
年
で
は
梨
五
九
四
荷
（
一

荷
一
三
貫
目
、
約
二
九
ト
ン
）
、
価
額

二
〇
七
円
、
三
条
町
や
加
茂
町
で
売
ら

れ
て
い
た
。
桃
は
六
四
二
荷
（
一
荷
一

三
貫
目
、
約
三
一
ト
ン
）
、
価
額
六
四

円
で
あ
る
。
こ
れ
も
両
町
で
売
ら
れ
、

「
山
島
桃
」
と
呼
ば
れ
、
声
価
が
高
か

っ
た
と
い
う
。

木
綿
は
六
六
七
貫
目
（
約
二
・
五
ト
ン
）

が
採
れ
て
価
額
二
二
二
円
、
諸
方
に
売

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
木
綿
を
使
っ

て
製
糸
し
、
加
茂
町
近
辺
で
加
茂
縞
が

織
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
明
治
九
年
の
調
べ
で
は
、
村
に

「
長
舟
」
が
二
艘
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

村
で
利
用
し
て
い
た
舟
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
対
岸
の
前
須
田
村
と
を
結
ん
で
い

た
「
前
須
田
渡
し
」
は
、
村
の
土
手
道

か
ら
、
北
方
向
に
「
前
須
田
渡
し
道
」

を
通
っ
て
、
舟
で
川
を
渡
っ
て
い
た
。

　
山
島
新
田
は
、
川
に
囲
ま
れ
た
村
で

あ
っ
た
が
、
夏
に
か
け
て
は
梨
や
桃
が

生
産
さ
れ
、
秋
に
は
遡
上
す
る
鮭
が
獲

れ
、
川
沿
い
の
村
の
特
質
を
発
揮
し
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　
（
関
　
正
平
）

山島新田図（明治9年【1876】頃）

今
回
の
手
話
：
春
（
あ
た
た
か
い
）

・
両
方
の
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
、

　
上
下
に
動
か
し
ま
す
。
あ
た
た
か

　
い
、
を
表
す
手
話
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
に
、
２

色
ペ
ー
ジ
を
落
ち
着
い
た
色
に
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
広
報
紙
の
表
現
の

幅
が
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。新
た
に
始

め
た「
＃
か
も
ぴ
く
」は
、
加
茂
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
発
信
し
て
い
く

企
画
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
今
、
様
々
な
企
画
を

練
っ
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
か
も
の
今

後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
）
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出
張
座
談
会
・
親
子
運
動
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
密
に
な
る
よ
う
な
集
会

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や

か
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た

め
、
市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
話
を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数
・

会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用
す

る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
少
期
に
、
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間

で
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
　
加
茂
市
在
住
・
在
園
の
年
長

児
・
年
中
児
と
そ
の
保
護
者

期
　
日
　
５
月
24
日
、
６
月
７
・
21
日
、

７
月
５
・
26
日
、
８
月
２
・
22
日
、
９

月
13
・
27
日
、
10
月
18
・
25
日
、
11
月

８
日
・
29
日
、
12
月
６
・
20
日
、
１
月

16
・
24
日
、
２
月
７
・
21
日
、
３
月
７

日
　
全
20
回

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー※

８

出
張
座
談
会
　
受
付
中

親
子
運
動
教
室

月
22
日
は
加
茂
山
、
１
月
16
日
は
冬
鳥

越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正

午
に
実
施
。

参
加
費
　
親
子
一
組
２
千
500
円

定
　
員

15
組
（
先
着
順
）※

最
低
遂

行
人
数
10
組

教
室
参
加
前
の
検
温
、
運
動
時
医
大

の
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
ー
２
２
０

６
）
へ
。

２
９
、

　
　
　※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員

が
伺
い
ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料

の
負
担
（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な

ど
は
、
各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容
を

録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

koho@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成

　
　
　
　
　
対
象
者
を
拡
大

助
成
対
象
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

検
査
対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有

す
る
無
症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

す
る
人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
額
　
検
査
１
回
当
た
り
、
上
限

１
万
円
（
申
請
回
数
制
限
な
し
）

申
請
方
法

❶
検
査
機
関
に
電
話
で
検
査
を
依
頼

し
実
施
。

❷
検
査
後
、
以
下
の
必
要
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
健
康
福
祉
課
で
申
請
書

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ビ
優
待
・
山
開
き
登
山
中
止

　
加
茂
市
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
議
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
新
型
感

染
症
対
策
の
た
め
受
付
で
氏
名
や
連
絡

先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
（
受
付
は
２
時
か
ら
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題

市
議
会
の
役
割
と
議
員
定
数

講
　
師
　
田
口
一
博
准
教
授
（
新
潟
県

立
大
学
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
（
☎
内
線

512
）

練
習
日
　
５
月
９
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
、
午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

す
ぱ
ー
く
加
茂

対
　
象

小
学
３
年
生
以
上

定
　
員

20
人
程
度

　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。な
お
、加
茂
山

岳
会
に
よ
る
神
事
は
実
施
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

対象試合　5月 9日（日）14：00キッ
クオフ　松本山雅FC戦
会　場　デンカビッグスワンスタジ
アム
席種・価格　各席種から選択可能
※市民を対象に、通常価格より半額での優待観戦
のご案内です。
※規定数に達した場合には抽選となります。
応募方法　5 月 1 日（土）までに、下記二次元コー
ドまたはURL（https://bit.ly/2PDyNGQ）
から申込サイトへアクセスし、必要事項をご入力く
ださい。
　５月３日（月・祝）にチケットの
申込方法をメール配信します。
問い合わせ ㈱アルビレックス新潟
桑野（☎025－257－0150）

編
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
。

議
会
の
役
割
を
考
え
る

　
　
　
　

講
演
会

27
日

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

粟
ヶ
岳
山
開
き
登
山
中
止

初
心
者
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
受
講
生
募
集

　
地
域
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編

を
開
講
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
13
日
〜
11
月
11
日
（
毎

週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
）

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
18
歳
以
上
で
、
本
講
座
入
門

日
　
時
　
５
月
21
日
〜
７
月
９
日
（
毎

週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円※

初
日
に
持
参

対
　
象
　
高
校
生
以
上

定
　
員

10
人
以
内

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
５

月
14
日
（
金
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

参
加
費
　
７
千
円
（
保
険
、
ボ
ー
ル
代

ほ
か
）

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
体
操
着

申
し
込
み
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ

ニ
ス
協
会
山
田
さ
ん

（
☎
52

－

６
２
３
３
）

アルビの試合の観戦ご優待！
松本山雅FC戦は「加茂市デー」

▼
必
要
書
類

・
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写
し

・
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座
名

義
が
分
か
る
面
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

新町火災義援金
　  募金箱を設置

　
今
年
３
月
に
新
町
で
発
生
し
た
火

災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
市
内
各
施
設
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

・
市
役
所

　
　
市
民
課
、
建
設
課
、
総
務
課
、

　
　
農
林
課
、
議
会
事
務
局

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
・
図
書
館

・
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
　
・
文
化
会
館

・
温
水
プ
ー
ル
　

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
加
茂
地
域
消
防
署

・
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
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紙
漉
き
体
験
・
初
心
者
教
室

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
探
鳥
会

日
　
時
　
５
月
８
日

（
土
）
午
前
８
時
〜
10
時

場
　
所
　
加
茂
山
公
園

講
　
師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　
象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
初
心
者
草

木
盆
栽
教
室
は
５
月
６
日
（
木
）、
そ

の
他
教
室
は
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

▼
太
極
拳
初
心
者
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
）、
５

月
27
日
〜
８
月
５
日
（
毎
週
木
曜
日
、

初
心
者
教
室
　
受
講
者
募
集

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
研
修
室

参
加
費

千
円
／
月
　
定
　
員

各
10
人

講
　
師
　
加
茂
太
極
拳
協
会

▼
初
心
者
日
本
画
教
室
（
春
樹
会
）

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
画
材
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
森
島
明
子
さ
ん

▼
初
心
者
切
り
絵
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
10
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
材
料
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
切
り
絵
サ
ー
ク
ル

▼
初
心
者
手
話
教
室

期
　
間
　
５
月
26
日
〜
８
月
11
日
（
第

２
・
４
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費  

無
料
　
定
　
員
　
５
人

講
　
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

▼
初
心
者
陶
芸
教
室
（
ゆ
き
つ
ば
き
会
）

期
　
間
　
５
月
27
日
〜
８
月
12
日
（
第

２
・
４
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
粘
土
代
含
む
）

定
　
員

10
人

講
　
師
　
坂
上
和
雄
さ
ん

▼
初
心
者
書
道
教
室

期
　
間
　
５
月
28
日
〜
８
月
６
日
（
第

２
・
４
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
２
千
円
／
月
（
材
料
費
は
個

人
負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
中
山
昭
蔵
さ
ん

▼
初
心
者
草
木
盆
栽
教
室

期
　
間
　
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
（
第

２
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
草
木
の
会

紙漉き体験してみませんか

人　数　各回1～5人（親子体験は1～5組）
所要時間　1時間程度
料　金　1 人（1 組）1,500 円（B5サイズは当
日持ち帰り。A3サイズは後日のお渡しとなりま
す。郵送希望の方は＋500円必要です）
※体験は予約が必要です。
申し込み・問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

　B5 サイズと A3 サイズの加茂紙（和紙）2
枚の紙漉き体験です。
場　所　加茂紙漉場（上町1－22）
日時等

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
ま

で
に
公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

加
茂
の
風
土
記

　
加
茂
市
の
西
部
信
濃
川
右
岸
に
山
島

新
田
が
あ
る
。
新
田
の
付
く
村
は
江
戸

時
代
初
期
の
新
田
村
で
あ
る
が
、
か
つ

て
こ
の
村
は
「
山
島
村
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
は
「
三
八
石
三
升
余
山
島
村
」
と
あ

る
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
に
天
神

林
村
の
日
野
田
丈
山
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
「
山
島
新
田

地
誌
編
輯
」
に
、

明
治
始
め
の
村

の
様
子
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
山
島
新
田
か

ら
獲
れ
る
物
産
は
、
梨
・
桃
・
木
綿
・

鮭
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
鮭
は
九
、
十
月
頃
、
村
の
西
側
砂
洲

で
鮭
網
を
出
し
て
漁
が
行
わ
れ
、
美
味

の
こ
と
か
ら
「
山
島
鮭
」
と
し
て
声
価

も
高
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
九
年
の
魚

獲
高
は
、
凡
そ
一
五
〇
尾
で
、
価
額
六

〇
円
で
あ
っ
た
。
鮭
漁
は
対
岸
の
五
反

田
村
の
鮭
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
西
側

明
治
九
年
、
山
島
新
田
の
産
物

で
信
濃
川
と
元
の
信
濃
川
（
福
田
川
）

の
交
わ
る
地
域
で
も
鮭
漁
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
堤
外
の
砂
地
の
畑
は
果
樹
栽

培
に
適
し
、
梨
や
桃
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
明
治
九
年
で
は
梨
五
九
四
荷
（
一

荷
一
三
貫
目
、
約
二
九
ト
ン
）
、
価
額

二
〇
七
円
、
三
条
町
や
加
茂
町
で
売
ら

れ
て
い
た
。
桃
は
六
四
二
荷
（
一
荷
一

三
貫
目
、
約
三
一
ト
ン
）
、
価
額
六
四

円
で
あ
る
。
こ
れ
も
両
町
で
売
ら
れ
、

「
山
島
桃
」
と
呼
ば
れ
、
声
価
が
高
か

っ
た
と
い
う
。

木
綿
は
六
六
七
貫
目
（
約
二
・
五
ト
ン
）

が
採
れ
て
価
額
二
二
二
円
、
諸
方
に
売

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
木
綿
を
使
っ

て
製
糸
し
、
加
茂
町
近
辺
で
加
茂
縞
が

織
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
明
治
九
年
の
調
べ
で
は
、
村
に

「
長
舟
」
が
二
艘
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

村
で
利
用
し
て
い
た
舟
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
対
岸
の
前
須
田
村
と
を
結
ん
で
い

た
「
前
須
田
渡
し
」
は
、
村
の
土
手
道

か
ら
、
北
方
向
に
「
前
須
田
渡
し
道
」

を
通
っ
て
、
舟
で
川
を
渡
っ
て
い
た
。

　
山
島
新
田
は
、
川
に
囲
ま
れ
た
村
で

あ
っ
た
が
、
夏
に
か
け
て
は
梨
や
桃
が

生
産
さ
れ
、
秋
に
は
遡
上
す
る
鮭
が
獲

れ
、
川
沿
い
の
村
の
特
質
を
発
揮
し
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　
（
関
　
正
平
）

山島新田図（明治9年【1876】頃）

今
回
の
手
話
：
春
（
あ
た
た
か
い
）

・
両
方
の
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
、

　
上
下
に
動
か
し
ま
す
。
あ
た
た
か

　
い
、
を
表
す
手
話
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
に
、
２

色
ペ
ー
ジ
を
落
ち
着
い
た
色
に
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
広
報
紙
の
表
現
の

幅
が
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。新
た
に
始

め
た「
＃
か
も
ぴ
く
」は
、
加
茂
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
発
信
し
て
い
く

企
画
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
今
、
様
々
な
企
画
を

練
っ
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
か
も
の
今

後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
）
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出
張
座
談
会
・
親
子
運
動
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
密
に
な
る
よ
う
な
集
会

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
め
細
や

か
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た

め
、
市
長
が
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
話
を
す
る
「
出
張
座
談
会
」
を
４
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
希
望
日
を
あ
げ
て
い
た
だ

き
、
日
程
を
調
整
し
て
後
日
、
開
催
日

を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
日
は
土
日
祝
日
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
で
２
人
以
上
の
団
体

※

会
社
、
町
内
会
、
学
校
、
友
人
同
士

な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
団
体
で

も
可
能
で
す
。

時
　
間
　
１
時
間
以
内
（
午
前
10
時
か

ら
午
後
９
時
の
間
）

必
要
事
項

❶
団
体
名
（
団
体
名
が
な

い
場
合
は
不
要
）❷
参
加
予
定
人
数
・

会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
は
使
用
す

る
ア
プ
リ
）❸
希
望
す
る
話
し
合
い

テ
ー
マ
❹
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）❺

担
当
者
名
、
連
絡
先

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
☎
内
線
327
、℻
53

－

２
７

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る

幼
少
期
に
、
広
い
開
放
感
の
あ
る
空
間

で
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
　
加
茂
市
在
住
・
在
園
の
年
長

児
・
年
中
児
と
そ
の
保
護
者

期
　
日
　
５
月
24
日
、
６
月
７
・
21
日
、

７
月
５
・
26
日
、
８
月
２
・
22
日
、
９

月
13
・
27
日
、
10
月
18
・
25
日
、
11
月

８
日
・
29
日
、
12
月
６
・
20
日
、
１
月

16
・
24
日
、
２
月
７
・
21
日
、
３
月
７

日
　
全
20
回

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー※

８

出
張
座
談
会
　
受
付
中

親
子
運
動
教
室

月
22
日
は
加
茂
山
、
１
月
16
日
は
冬
鳥

越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
午
前
10
時
〜
正

午
に
実
施
。

参
加
費
　
親
子
一
組
２
千
500
円

定
　
員

15
組
（
先
着
順
）※

最
低
遂

行
人
数
10
組

教
室
参
加
前
の
検
温
、
運
動
時
医
大

の
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
ー
２
２
０

６
）
へ
。

２
９
、

　
　
　※

当
日
は
、
市
長
と
随
行
職
員

が
伺
い
ま
す
。
会
場
の
手
配
、
使
用
料

の
負
担
（
市
の
施
設
で
開
催
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）、
感
染
症
対
策
な

ど
は
、
各
申
込
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
録
の
た
め
座
談
会
の
内
容
を

録
音
し
、
概
略
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
茂
市
総
合
計
画
策
定
後
の

10
月
以
降
に
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

し
た
う
え
で
通
常
の
座
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

koho@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成

　
　
　
　
　
対
象
者
を
拡
大

助
成
対
象
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

検
査
対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有

す
る
無
症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

す
る
人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

助
成
額
　
検
査
１
回
当
た
り
、
上
限

１
万
円
（
申
請
回
数
制
限
な
し
）

申
請
方
法

❶
検
査
機
関
に
電
話
で
検
査
を
依
頼

し
実
施
。

❷
検
査
後
、
以
下
の
必
要
書
類
を
お

持
ち
の
上
、
健
康
福
祉
課
で
申
請
書

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ビ
優
待
・
山
開
き
登
山
中
止

　
加
茂
市
議
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
議
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
新
型
感

染
症
対
策
の
た
め
受
付
で
氏
名
や
連
絡

先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
（
受
付
は
２
時
か
ら
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

演
　
題

市
議
会
の
役
割
と
議
員
定
数

講
　
師
　
田
口
一
博
准
教
授
（
新
潟
県

立
大
学
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
（
☎
内
線

512
）

練
習
日
　
５
月
９
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
、
午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

す
ぱ
ー
く
加
茂

対
　
象

小
学
３
年
生
以
上

定
　
員

20
人
程
度

　
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。な
お
、加
茂
山

岳
会
に
よ
る
神
事
は
実
施
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52

－

8
7
6
0
）

対象試合　5月 9日（日）14：00キッ
クオフ　松本山雅FC戦
会　場　デンカビッグスワンスタジ
アム
席種・価格　各席種から選択可能
※市民を対象に、通常価格より半額での優待観戦
のご案内です。
※規定数に達した場合には抽選となります。
応募方法　5 月 1 日（土）までに、下記二次元コー
ドまたはURL（https://bit.ly/2PDyNGQ）
から申込サイトへアクセスし、必要事項をご入力く
ださい。
　５月３日（月・祝）にチケットの
申込方法をメール配信します。
問い合わせ ㈱アルビレックス新潟
桑野（☎025－257－0150）

編
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
。

議
会
の
役
割
を
考
え
る

　
　
　
　

講
演
会

27
日

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

粟
ヶ
岳
山
開
き
登
山
中
止

初
心
者
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
受
講
生
募
集

　
地
域
の
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編

を
開
講
し
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
13
日
〜
11
月
11
日
（
毎

週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
）

会
　
場
　
市
役
所
会
議
室

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
18
歳
以
上
で
、
本
講
座
入
門

日
　
時
　
５
月
21
日
〜
７
月
９
日
（
毎

週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
費
　
９
千
円※

初
日
に
持
参

対
　
象
　
高
校
生
以
上

定
　
員

10
人
以
内

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア

申
し
込
み
　
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
５

月
14
日
（
金
）
ま
で
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ
ニ
ス
協
会
中
山

さ
ん
（
☎
52

－

０
３
１
０
）

参
加
費
　
７
千
円
（
保
険
、
ボ
ー
ル
代

ほ
か
）

準
備
す
る
も
の
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
体
操
着

申
し
込
み
　
５
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
テ

ニ
ス
協
会
山
田
さ
ん

（
☎
52

－

６
２
３
３
）

アルビの試合の観戦ご優待！
松本山雅FC戦は「加茂市デー」

▼
必
要
書
類

・
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写
し

・
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座
名

義
が
分
か
る
面
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
164
）

新町火災義援金
　  募金箱を設置

　
今
年
３
月
に
新
町
で
発
生
し
た
火

災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
市
内
各
施
設
に
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

・
市
役
所

　
　
市
民
課
、
建
設
課
、
総
務
課
、

　
　
農
林
課
、
議
会
事
務
局

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
・
図
書
館

・
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー
　
・
文
化
会
館

・
温
水
プ
ー
ル
　

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
加
茂
地
域
消
防
署

・
加
茂
七
谷
温
泉
美
人
の
湯
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

21
㈬
赤口

20
㈫
大安

2
㈰
大安

3
㈪
赤口

5
㈬
友引

4
㈫
先勝

6
㈭
先負

7
㈮
仏滅

8
㈯
大安

9
㈰
赤口

22
㈭
先勝

23
㈮
友引

24
㈯
先負

25
㈰
仏滅

26
㈪
大安

27
㈫
赤口

28
㈬
先勝

・2020年度成人式　産業センター 13：30～

・休館（温水プール、各コミセン、BBC）

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　外山量一さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

29
㈭
友引

30
㈮
先負

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　　　☎５７－０７７０ 　9：00～17：00

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00

　昭和の日
　休日当番医　中村医院
 　　　　　　☎５２－００９５ 　9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　憲法記念日
　休日当番医　田上診療所
 　　　　　　☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
・2021年度成人式　産業センター 13：30～
・休館（市立図書館）

　みどりの日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00
・休館（文化会館、市立図書館）

　こどもの日
　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　　　☎５２－０８００ 　9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　休日当番医
　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　　　☎５３－２２５０ 　9：00～17：00

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
 資料館、各コミセン）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・けんこう栄養相談会（予約は前日までに健康福
　祉課☎内線165へ）　
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：00～12：00
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（BBC）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　　市役所相談室３　13：00～16：00

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・市議会の役割を考える講演会
　　　　　　　　産業センター　14：30～
・休館（文化会館、温水プール）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

4月・5月

19
仏滅

4月

㈪

1
仏滅

5月

㈯

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます
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紙
漉
き
体
験
・
初
心
者
教
室

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
探
鳥
会

日
　
時
　
５
月
８
日

（
土
）
午
前
８
時
〜
10
時

場
　
所
　
加
茂
山
公
園

講
　
師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　
象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
初
心
者
草

木
盆
栽
教
室
は
５
月
６
日
（
木
）、
そ

の
他
教
室
は
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

▼
太
極
拳
初
心
者
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
）、
５

月
27
日
〜
８
月
５
日
（
毎
週
木
曜
日
、

初
心
者
教
室
　
受
講
者
募
集

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
研
修
室

参
加
費

千
円
／
月
　
定
　
員

各
10
人

講
　
師
　
加
茂
太
極
拳
協
会

▼
初
心
者
日
本
画
教
室
（
春
樹
会
）

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
画
材
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
森
島
明
子
さ
ん

▼
初
心
者
切
り
絵
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
10
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
材
料
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
切
り
絵
サ
ー
ク
ル

▼
初
心
者
手
話
教
室

期
　
間
　
５
月
26
日
〜
８
月
11
日
（
第

２
・
４
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費  

無
料
　
定
　
員
　
５
人

講
　
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

▼
初
心
者
陶
芸
教
室
（
ゆ
き
つ
ば
き
会
）

期
　
間
　
５
月
27
日
〜
８
月
12
日
（
第

２
・
４
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
粘
土
代
含
む
）

定
　
員

10
人

講
　
師
　
坂
上
和
雄
さ
ん

▼
初
心
者
書
道
教
室

期
　
間
　
５
月
28
日
〜
８
月
６
日
（
第

２
・
４
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
２
千
円
／
月
（
材
料
費
は
個

人
負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
中
山
昭
蔵
さ
ん

▼
初
心
者
草
木
盆
栽
教
室

期
　
間
　
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
（
第

２
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
草
木
の
会

紙漉き体験してみませんか

人　数　各回1～5人（親子体験は1～5組）
所要時間　1時間程度
料　金　1 人（1 組）1,500 円（B5サイズは当
日持ち帰り。A3サイズは後日のお渡しとなりま
す。郵送希望の方は＋500円必要です）
※体験は予約が必要です。
申し込み・問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

　B5 サイズと A3 サイズの加茂紙（和紙）2
枚の紙漉き体験です。
場　所　加茂紙漉場（上町1－22）
日時等

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
ま

で
に
公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

加
茂
の
風
土
記

　
加
茂
市
の
西
部
信
濃
川
右
岸
に
山
島

新
田
が
あ
る
。
新
田
の
付
く
村
は
江
戸

時
代
初
期
の
新
田
村
で
あ
る
が
、
か
つ

て
こ
の
村
は
「
山
島
村
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
は
「
三
八
石
三
升
余
山
島
村
」
と
あ

る
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
に
天
神

林
村
の
日
野
田
丈
山
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
「
山
島
新
田

地
誌
編
輯
」
に
、

明
治
始
め
の
村

の
様
子
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
山
島
新
田
か

ら
獲
れ
る
物
産
は
、
梨
・
桃
・
木
綿
・

鮭
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
鮭
は
九
、
十
月
頃
、
村
の
西
側
砂
洲

で
鮭
網
を
出
し
て
漁
が
行
わ
れ
、
美
味

の
こ
と
か
ら
「
山
島
鮭
」
と
し
て
声
価

も
高
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
九
年
の
魚

獲
高
は
、
凡
そ
一
五
〇
尾
で
、
価
額
六

〇
円
で
あ
っ
た
。
鮭
漁
は
対
岸
の
五
反

田
村
の
鮭
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
西
側

明
治
九
年
、
山
島
新
田
の
産
物

で
信
濃
川
と
元
の
信
濃
川
（
福
田
川
）

の
交
わ
る
地
域
で
も
鮭
漁
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
堤
外
の
砂
地
の
畑
は
果
樹
栽

培
に
適
し
、
梨
や
桃
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
明
治
九
年
で
は
梨
五
九
四
荷
（
一

荷
一
三
貫
目
、
約
二
九
ト
ン
）
、
価
額

二
〇
七
円
、
三
条
町
や
加
茂
町
で
売
ら

れ
て
い
た
。
桃
は
六
四
二
荷
（
一
荷
一

三
貫
目
、
約
三
一
ト
ン
）
、
価
額
六
四

円
で
あ
る
。
こ
れ
も
両
町
で
売
ら
れ
、

「
山
島
桃
」
と
呼
ば
れ
、
声
価
が
高
か

っ
た
と
い
う
。

木
綿
は
六
六
七
貫
目
（
約
二
・
五
ト
ン
）

が
採
れ
て
価
額
二
二
二
円
、
諸
方
に
売

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
木
綿
を
使
っ

て
製
糸
し
、
加
茂
町
近
辺
で
加
茂
縞
が

織
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
明
治
九
年
の
調
べ
で
は
、
村
に

「
長
舟
」
が
二
艘
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

村
で
利
用
し
て
い
た
舟
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
対
岸
の
前
須
田
村
と
を
結
ん
で
い

た
「
前
須
田
渡
し
」
は
、
村
の
土
手
道

か
ら
、
北
方
向
に
「
前
須
田
渡
し
道
」

を
通
っ
て
、
舟
で
川
を
渡
っ
て
い
た
。

　
山
島
新
田
は
、
川
に
囲
ま
れ
た
村
で

あ
っ
た
が
、
夏
に
か
け
て
は
梨
や
桃
が

生
産
さ
れ
、
秋
に
は
遡
上
す
る
鮭
が
獲

れ
、
川
沿
い
の
村
の
特
質
を
発
揮
し
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　
（
関
　
正
平
）

山島新田図（明治9年【1876】頃）

今
回
の
手
話
：
春
（
あ
た
た
か
い
）

・
両
方
の
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
、

　
上
下
に
動
か
し
ま
す
。
あ
た
た
か

　
い
、
を
表
す
手
話
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
に
、
２

色
ペ
ー
ジ
を
落
ち
着
い
た
色
に
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
広
報
紙
の
表
現
の

幅
が
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。新
た
に
始

め
た「
＃
か
も
ぴ
く
」は
、
加
茂
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
発
信
し
て
い
く

企
画
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
今
、
様
々
な
企
画
を

練
っ
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
か
も
の
今

後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
）
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

21
㈬
赤口

20
㈫
大安

2
㈰
大安

3
㈪
赤口

5
㈬
友引

4
㈫
先勝

6
㈭
先負

7
㈮
仏滅

8
㈯
大安

9
㈰
赤口

22
㈭
先勝

23
㈮
友引

24
㈯
先負

25
㈰
仏滅

26
㈪
大安

27
㈫
赤口

28
㈬
先勝

・2020年度成人式　産業センター 13：30～

・休館（温水プール、各コミセン、BBC）

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　外山量一さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

29
㈭
友引

30
㈮
先負

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　　　☎５７－０７７０ 　9：00～17：00

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00

　昭和の日
　休日当番医　中村医院
 　　　　　　☎５２－００９５ 　9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　憲法記念日
　休日当番医　田上診療所
 　　　　　　☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
・2021年度成人式　産業センター 13：30～
・休館（市立図書館）

　みどりの日
　休日当番医　さくらクリニック
 　　　　　　☎５２－９５１１ 　9：00～17：00
・休館（文化会館、市立図書館）

　こどもの日
　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　　　☎５２－０８００ 　9：00～17：00
・休館（市立図書館）

　休日当番医
　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　　　☎５３－２２５０ 　9：00～17：00

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
 資料館、各コミセン）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・けんこう栄養相談会（予約は前日までに健康福
　祉課☎内線165へ）　
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：00～12：00
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（BBC）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　　市役所相談室３　13：00～16：00

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・市議会の役割を考える講演会
　　　　　　　　産業センター　14：30～
・休館（文化会館、温水プール）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

4月・5月

19
仏滅

4月

㈪

1
仏滅

5月

㈯

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます
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紙
漉
き
体
験
・
初
心
者
教
室

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
探
鳥
会

日
　
時
　
５
月
８
日

（
土
）
午
前
８
時
〜
10
時

場
　
所
　
加
茂
山
公
園

講
　
師
　
勝
俣
将
明
さ
ん
（
日
本
野
鳥

学
会
、
中
学
校
校
長
）

持
ち
物
　
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

参
加
費
　
無
料

対
　
象
　
小
学
生
、
野
鳥
に
興
味
の
あ

る
人

※

新
型
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
中
止
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
初
心
者
草

木
盆
栽
教
室
は
５
月
６
日
（
木
）、
そ

の
他
教
室
は
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

▼
太
極
拳
初
心
者
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
）、
５

月
27
日
〜
８
月
５
日
（
毎
週
木
曜
日
、

初
心
者
教
室
　
受
講
者
募
集

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
研
修
室

参
加
費

千
円
／
月
　
定
　
員

各
10
人

講
　
師
　
加
茂
太
極
拳
協
会

▼
初
心
者
日
本
画
教
室
（
春
樹
会
）

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
３
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
画
材
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
森
島
明
子
さ
ん

▼
初
心
者
切
り
絵
教
室

期
　
間
　
５
月
25
日
〜
８
月
10
日
（
第

２
・
４
火
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
材
料
費
は
個
人

負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
切
り
絵
サ
ー
ク
ル

▼
初
心
者
手
話
教
室

期
　
間
　
５
月
26
日
〜
８
月
11
日
（
第

２
・
４
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
１
研
修
室

参
加
費  

無
料
　
定
　
員
　
５
人

講
　
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

▼
初
心
者
陶
芸
教
室
（
ゆ
き
つ
ば
き
会
）

期
　
間
　
５
月
27
日
〜
８
月
12
日
（
第

２
・
４
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費  

千
円
／
月
（
粘
土
代
含
む
）

定
　
員

10
人

講
　
師
　
坂
上
和
雄
さ
ん

▼
初
心
者
書
道
教
室

期
　
間
　
５
月
28
日
〜
８
月
６
日
（
第

２
・
４
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
第
４
研
修
室

参
加
費
　
２
千
円
／
月
（
材
料
費
は
個

人
負
担
）　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
中
山
昭
蔵
さ
ん

▼
初
心
者
草
木
盆
栽
教
室

期
　
間
　
５
月
９
日
〜
８
月
８
日
（
第

２
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
）

会
　
場
　
公
民
館
創
作
室

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

10
人

講
　
師
　
草
木
の
会

紙漉き体験してみませんか

人　数　各回1～5人（親子体験は1～5組）
所要時間　1時間程度
料　金　1 人（1 組）1,500 円（B5サイズは当
日持ち帰り。A3サイズは後日のお渡しとなりま
す。郵送希望の方は＋500円必要です）
※体験は予約が必要です。
申し込み・問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

　B5 サイズと A3 サイズの加茂紙（和紙）2
枚の紙漉き体験です。
場　所　加茂紙漉場（上町1－22）
日時等

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
ま

で
に
公
民
館
（
☎
52
ー
１
９
５
３
）
へ
。

加
茂
の
風
土
記

　
加
茂
市
の
西
部
信
濃
川
右
岸
に
山
島

新
田
が
あ
る
。
新
田
の
付
く
村
は
江
戸

時
代
初
期
の
新
田
村
で
あ
る
が
、
か
つ

て
こ
の
村
は
「
山
島
村
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
は
「
三
八
石
三
升
余
山
島
村
」
と
あ

る
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
に
天
神

林
村
の
日
野
田
丈
山
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
「
山
島
新
田

地
誌
編
輯
」
に
、

明
治
始
め
の
村

の
様
子
が
書
か

れ
て
い
る
。

　
山
島
新
田
か

ら
獲
れ
る
物
産
は
、
梨
・
桃
・
木
綿
・

鮭
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
鮭
は
九
、
十
月
頃
、
村
の
西
側
砂
洲

で
鮭
網
を
出
し
て
漁
が
行
わ
れ
、
美
味

の
こ
と
か
ら
「
山
島
鮭
」
と
し
て
声
価

も
高
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
九
年
の
魚

獲
高
は
、
凡
そ
一
五
〇
尾
で
、
価
額
六

〇
円
で
あ
っ
た
。
鮭
漁
は
対
岸
の
五
反

田
村
の
鮭
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
西
側

明
治
九
年
、
山
島
新
田
の
産
物

で
信
濃
川
と
元
の
信
濃
川
（
福
田
川
）

の
交
わ
る
地
域
で
も
鮭
漁
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
堤
外
の
砂
地
の
畑
は
果
樹
栽

培
に
適
し
、
梨
や
桃
が
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
明
治
九
年
で
は
梨
五
九
四
荷
（
一

荷
一
三
貫
目
、
約
二
九
ト
ン
）
、
価
額

二
〇
七
円
、
三
条
町
や
加
茂
町
で
売
ら

れ
て
い
た
。
桃
は
六
四
二
荷
（
一
荷
一

三
貫
目
、
約
三
一
ト
ン
）
、
価
額
六
四

円
で
あ
る
。
こ
れ
も
両
町
で
売
ら
れ
、

「
山
島
桃
」
と
呼
ば
れ
、
声
価
が
高
か

っ
た
と
い
う
。

木
綿
は
六
六
七
貫
目
（
約
二
・
五
ト
ン
）

が
採
れ
て
価
額
二
二
二
円
、
諸
方
に
売

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
木
綿
を
使
っ

て
製
糸
し
、
加
茂
町
近
辺
で
加
茂
縞
が

織
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
明
治
九
年
の
調
べ
で
は
、
村
に

「
長
舟
」
が
二
艘
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

村
で
利
用
し
て
い
た
舟
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
対
岸
の
前
須
田
村
と
を
結
ん
で
い

た
「
前
須
田
渡
し
」
は
、
村
の
土
手
道

か
ら
、
北
方
向
に
「
前
須
田
渡
し
道
」

を
通
っ
て
、
舟
で
川
を
渡
っ
て
い
た
。

　
山
島
新
田
は
、
川
に
囲
ま
れ
た
村
で

あ
っ
た
が
、
夏
に
か
け
て
は
梨
や
桃
が

生
産
さ
れ
、
秋
に
は
遡
上
す
る
鮭
が
獲

れ
、
川
沿
い
の
村
の
特
質
を
発
揮
し
て

い
た
。
　
　
　
　
　
　
（
関
　
正
平
）

山島新田図（明治9年【1876】頃）

今
回
の
手
話
：
春
（
あ
た
た
か
い
）

・
両
方
の
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
、

　
上
下
に
動
か
し
ま
す
。
あ
た
た
か

　
い
、
を
表
す
手
話
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
に
、
２

色
ペ
ー
ジ
を
落
ち
着
い
た
色
に
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
広
報
紙
の
表
現
の

幅
が
ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。新
た
に
始

め
た「
＃
か
も
ぴ
く
」は
、
加
茂
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
発
信
し
て
い
く

企
画
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
今
、
様
々
な
企
画
を

練
っ
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
か
も
の
今

後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
）
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人口のうごき　４月1日現在　世帯　10,193  (+12)　人口　25,924   (-136)　
男　12,640  (-53)　女　13,284  (-83)　（　）内は前月比
（３月異動分）出生9 (男3 女6)　死亡42 (男 18 女 24)　転出179　転入76

＃かもぴく＃かもぴく Instagramで、加茂の様子や
風景の写真、自分で描いた絵
を、「# かもぴく」をつけて投
稿していただいた中から、毎
月 1枚ご紹介します。

投稿お待ちしています！

　市立図書館に所蔵されている大型
図書の大きさがよくわかる１枚です。

担当者 コメント

これらの大型図書は、㈱堀内組様
からの寄付で購入し、貸し出しもさ
れていますよ！

　ぜひご利用ください。

＠kamo_koho

　今月号は市担当者の投稿ですが、次号から
は皆さまからの投稿を紹介予定です。

総務課広報広聴係（☎内線 327）総務課広報広聴係（☎内線 327）

総務課広報広聴係（☎内線 327）

ここに

できます！

ここに

できます！

ここに

できます！できま

ここにここにここにここにここにここにここにここにここにここに

できまできまできまできまできまできまできまできまできまできまできまできまできま広告掲載広告掲載
　有料広告の要項を見直し、広報かも（15 日発行）の
裏表紙にカラー広告を掲載出来るようになりました。
　料金表や申込などの詳しい内容は、市ホームページを
ご覧ください。

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/30432.html




